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〔3〕広報まつのやま

町社会福祉協議会

対策基金』を設置

豪
雪
の
と
き
低
所
得
世
帯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
雪
費
の
援
助

機械除雪の補助金が大幅にアップ

10アール当たり69，129円に

　
今
冬
は
観
測
史
ヒ
旧
、
販
高
の
積
、
雪
を

記
録
し
た
が
、
住
宅
の
除
．
雪
費
は
自

家
労
力
の
他
に
機
械
除
雪
と
人
夫
雇

用
で
総
額
約
四
f
万
円
が
出
費
さ
れ

た
。　

こ
の
豪
雪
で
国
の
災
害
救
助
法
で

五
十
五
世
帯
が
対
象
と
な
り
、
二
百

五
十
万
円
が
支
給
さ
れ
た
が
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
は
国
の
災
害
救
助
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罵

の
適
川
を
受
け
ら
れ
な
い
低
所
得
世

帯
を
対
象
に
除
．
雪
費
を
援
助
し
ょ
う

と
需
家
、
雪
対
策
基
金
．
」
を
設
｛
疋
し
た
。

　
基
金
は
町
の
補
助
と
町
内
外
か
ら

の
寄
附
金
を
貯
金
し
て
、
そ
の
利
子

で
豪
．
雪
の
際
に
老
人
世
帯
、
低
所
得

世
帯
に
除
雪
費
の
援
助
を
す
る
。

　
一
年
に
町
の
補
助
を
五
百
万
円
、

一
般
か
ら
の
寄
附
五
．
白
万
円
、
合
計

一
f
万
円
。
期
間
は
．
瓦
年
問
と
し
て

総
額
。
九
看
万
円
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
豪
、
雪
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
屋
根
の
除
．
雪
回
数
は
、
平
均
十
三
・

五
回
で
、
自
家
労
力
四
卜
三
人
。
二

画
三
十
九
世
帯
で
は
人
夫
雇
川
を
し

て
平
均
七
万
八
モ
円
、
ま
た
四
百
四

十
三
世
帯
で
機
械
除
、
雪
を
や
り
、
平

均
三
万
四
モ
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
住
宅
除
雪
の
人
夫
雇
用
延
人
員
は

三
千
三
．
白
三
十
九
人
で
丁
卜
八
百
六

卜
八
万
三
千
六
百
八
十
円
、
機
械
除

雪
経
費
は
一
看
五
．
白
十
万
九
千
白
一

円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
他
非

住
宅
の
人
夫
雇
用
に
二
、
自
六
十
九
万

三
千
八
百
円
、
機
械
の
経
費
二
．
白
七

十
七
万
三
千
九
百
九
十
円
か
か
っ
て

お
り
、
一
千
二
．
白
二
士
調
査
世
帯

の
除
雪
経
費
総
額
は
、
三
千
九
百
二

十
六
万
、
九
百
七
十
一
円
に
の
ぼ
り
、

一
世
帯
当
旦
一
：
力
二
千
百
二
十
八
円

の
出
費
に
な
っ
て
い
る
。

春季異常豪雪災害対策事業

今冬は平均13．5回の雪おろしとなり平年の2倍、雪との闘いが続いナ

住宅の改築に

年3％の

　利子補糸

耕
作
道
除
雪
の
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
キ
ロ
当
り
二
万
九
、

　
県
は
五
十
九
年
春
季
異
常
豪
雪
災

害
対
策
と
し
て
消
、
雪
剤
や
苗
代
の
機

械
除
雪
等
の
補
助
金
を
こ
の
程
大
幅

に
ア
ッ
プ
し
た
。

　
農
産
物
の
生
産
確
保
と
消
雪
の
促

進
、
減
量
防
止
の
た
め
に
経
費
の
一

部
を
県
と
町
で
助
成
し
て
い
た
が
、

そ
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
こ
の
補
助
金
を
大
幅
に
引
き
上

げ
、
農
家
の
負
担
軽
減
を
計
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
機
械
除
、
雪
の
補
助
は
十
ア
ー
ル
当

り
三
万
四
千
五
百
六
十
五
円
と
し
て

葬

議

’　
　
む

　
　
チ

　
　
鰯
Ψ
、
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ぎ

5
年
間
の
上
父
付

　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
で
45
万
円
ま
で

　
町
は
今
年
か
ら
住
宅
の
改
築
で
金

融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
た
場
合
、

年
三
％
の
利
子
補
給
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
本
年
度
は
十
戸
分
と
し
て

九
十
．
力
円
が
六
月
議
会
で
追
加
さ
れ

た
。

　二

般
改
築
で
も
該
当
に
な
る
が
、

克
、
雪
型
屋
根
の
改
造
や
民
宿
の
改
造

に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
町
内
建
築

業
者
の
景
気
も
回
復
し
て
も
ら
い
た

い
と
し
て
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
利
子
補
給
を
受
け
る
に
は
町
内
の

七
七
一

そ
の
半
分
を
県
と
町
が
　
残
り
の
半

分
を
農
家
負
担
と
な
っ
て
い
た
が
、

こ
の
程
の
改
正
に
よ
り
積
雪
深
が
一

～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
　
一
・
五
メ
ー
ト

ル
～
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
二
・
五
メ
ー

ト
ル
以
上
の
三
段
階
と
し
て
二
・
五

メ
ー
ト
ル
以
上
で
は
基
準
事
業
費
を

二
倍
と
し
て
全
額
県
と
町
が
負
担
し

農
家
負
担
は
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で

十
ア
ー
ル
当
り
一
万
七
千
一
二
函
八
十

二
円
の
補
助
金
が
四
倍
の
六
万
九
千

百
二
十
九
円
と
な
っ
た
。

　
耕
作
道
除
雪
の
補
助
も
一
キ
ロ
当

‘
、
｝

φ

　
　
一
円

り
二
万
九
千
七
百
七
十
二
円
ま
で
は

県
と
町
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
農

家
負
担
は
な
く
な
っ
た
。

　
町
単
事
業
で
水
田
全
耕
作
地
に
対

し
て
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
五
千
円
の

見
舞
金
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
た
が

県
の
補
助
金
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
補
助
金
を
受
け
た

と
こ
ろ
は
対
象
外
と
し
て
、
機
械
除

雪
を
し
な
い
と
こ
ろ
の
み
と
し
て
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
一
万
円
に
引
き
上

げ
、
農
家
に
見
舞
金
を
出
す
こ
と
に

変
更
し
た
。
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平年だと雪も消え苗代づくりの時期なのに、今年の春

は残雪が多く機械で除雪（4月ロ日天水越）

金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
入
れ
て
住

宅
を
改
築
し
た
場
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
資
金
の
最
高
限
度
額
は
三
百
万
円

以
内
、
借
入
金
償
還
未
済
額
に
対
し

年
三
％
を
限
度
に
五
年
問
交
付
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
三
百
万
円
の
資
金
で
改
築

を
し
た
者
に
は
年
九
万
円
の
利
子
補

給
が
交
付
さ
れ
、
五
年
問
の
総
額
は

四
十
五
万
円
と
な
る
。

　
今
年
四
月
一
日
か
ら
の
．
工
事
が
該

当
に
な
る
の
で
、
八
月
末
ま
で
に
建

設
課
克
．
雪
係
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

5
地
区
で
消
防
の

　
　
　
　
　
相
心
定
演
習

　
町
消
防
団
で
は
七
月
八
日
、
川
手

水
梨
・
天
水
越
・
東
川
・
浦
田
（
坂

中
）
の
五
地
区
で
想
定
演
習
を
行
っ

た
。　

あ
い
に
く
の
大
雨
と
な
っ
た
が
、

分
遣
所
、
本
部
分
団
初
め
町
の
全
分

団
が
参
加
し
て
、
き
び
き
び
し
た
態

度
で
日
頃
の
訓
練
ぶ
り
を
見
せ
て
い

た
。
各
地
区
と
も
部
落
の
人
達
が
熱

心
に
演
習
を
見
て
い
た
。

　
町
の
無
火
災
記
録
は
七
月
現
在
で

二
年
三
ケ
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消

防
団
と
協
力
し
て
こ
の
記
録
を
の
ば

し
ま
し
ょ
・
つ
。

訪
問
販
売
に
注
意

　
消
火
器
な
ど
の
訪
問
販
売
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
警
察

で
は
悪
質
と
思
わ
れ
る
も
の
に
っ
い

て
は
、
分
遣
所
や
役
場
な
ど
に
連
絡

す
る
よ
り
先
に
、
“
ま
ず
警
察
に
連
絡

し
て
ほ
し
い
”
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

8
月
17
日
免
許
更
新

松
代
町
役
場
に
変
更

　
八
月
十
七
日
（
金
）
の
運
転
免
許

更
新
場
所
が
、
松
代
町
役
場
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
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七
十
二
円
ま
で
は

県
と
町
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
農

家
負
担
は
な
く
な
っ
た
。

　
町
単
事
業
で
水
田
全
耕
作
地
に
対

し
て
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
五
千
円
の

見
舞
金
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
た
が

県
の
補
助
金
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
補
助
金
を
受
け
た

と
こ
ろ
は
対
象
外
と
し
て
、
機
械
除

雪
を
し
な
い
と
こ
ろ
の
み
と
し
て
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
一
万
円
に
引
き
上

げ
、
農
家
に
見
舞
金
を
出
す
こ
と
に

変
更
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
蝋
講

職懸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　苓　　　、粥

　　　　　　　　　　　　・猶曲睦　幽、．　　　　　　　　　　　　　　　、滅

平年だと雪も消え苗代づくりの時期なのに、今年の春

は残雪が多く機械で除雪（4月ロ日天水越）

金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
入
れ
て
住

宅
を
改
築
し
た
場
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
資
金
の
最
高
限
度
額
は
三
百
万
円

以
内
、
借
入
金
償
還
未
済
額
に
対
し

年
三
％
を
限
度
に
五
年
問
交
付
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
三
百
万
円
の
資
金
で
改
築

を
し
た
者
に
は
年
九
万
円
の
利
子
補

給
が
交
付
さ
れ
、
五
年
問
の
総
額
は

四
十
五
万
円
と
な
る
。

　
今
年
四
月
一
日
か
ら
の
．
工
事
が
該

当
に
な
る
の
で
、
八
月
末
ま
で
に
建

設
課
克
．
雪
係
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

5
地
区
で
消
防
の

　
　
　
　
　
相
心
定
演
習

　
町
消
防
団
で
は
七
月
八
日
、
川
手

水
梨
・
天
水
越
・
東
川
・
浦
田
（
坂

中
）
の
五
地
区
で
想
定
演
習
を
行
っ

た
。　

あ
い
に
く
の
大
雨
と
な
っ
た
が
、

分
遣
所
、
本
部
分
団
初
め
町
の
全
分

団
が
参
加
し
て
、
き
び
き
び
し
た
態

度
で
日
頃
の
訓
練
ぶ
り
を
見
せ
て
い

た
。
各
地
区
と
も
部
落
の
人
達
が
熱

心
に
演
習
を
見
て
い
た
。

　
町
の
無
火
災
記
録
は
七
月
現
在
で

二
年
三
ケ
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消

防
団
と
協
力
し
て
こ
の
記
録
を
の
ば

し
ま
し
ょ
・
つ
。

訪
問
販
売
に
注
意

　
消
火
器
な
ど
の
訪
問
販
売
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
警
察

で
は
悪
質
と
思
わ
れ
る
も
の
に
っ
い

て
は
、
分
遣
所
や
役
場
な
ど
に
連
絡

す
る
よ
り
先
に
、
“
ま
ず
警
察
に
連
絡

し
て
ほ
し
い
”
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

8
月
17
日
免
許
更
新

松
代
町
役
場
に
変
更

　
八
月
十
七
日
（
金
）
の
運
転
免
許

更
新
場
所
が
、
松
代
町
役
場
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
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春
季
の
豪
雪
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、

北
越
北
線
の
出
資
金
に

　
昭
和
五
十
九
年
第
三
回
町
議
会
定

例
会
が
六
月
二
十
八
・
二
十
九
日
の

二
日
間
開
か
れ
た
。

　
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

で
約
七
千
六
百
万
円
追
加
さ
れ
た
。

　
豪
雪
対
策
の
補
助
金
（
消
雪
剤
・

機
械
除
雪
・
町
単
水
稲
補
助
金
）
が

三
千
三
百
二
十
万
円
。
こ
れ
ま
で
の

ズ
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
二
千
七

十
万
円
で
温
泉
組
合
よ
り
購
入
（
内

一
千
万
円
は
温
泉
組
合
が
町
に
寄
附
〉

一

北
越
北
線
第
三
セ
ク
タ
ー
出
資
金
二

百
万
円
。
豪
雪
基
金
設
置
、
の
た
め
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
三
百
万
円
。

藤
倉
地
内
の
舗
装
工
事
に
六
百
二
十

万
円
な
ど
の
事
業
が
認
め
ら
れ
た
。

　
町
長
、
助
役
、
収
入
役
の
三
役
と

教
育
長
の
給
与
が
四
月
よ
り
約
五
％

引
き
あ
げ
ら
れ
た
。
議
会
議
員
、
農

業
委
員
、
消
防
団
員
な
ど
の
報
酬
．
手

当
等
も
四
月
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。
税
条
例
の
一
部
改
正
で

　
　
　
三
二
〇
万
円

一
〇
〇
万
円
追
加

軽
自
動
車
税
が
引
き
あ
げ
ら
れ
た
。

　
米
の
輸
入
。
豪
雪
地
帯
の
住
宅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

対
す
る
税
制
上
の
優
遇
策
　
第
九
次

　道路整

備
五
力
年
計
画
の
完
全
達
成
。

　
健
康
保
険
改
正
に
つ
い
て
、
政
府
に

　
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
　
一
般
質
問
は
北
越
北
線
、
豪
雪
基

　
金
、
ス
キ
ー
場
問
題
な
ど
に
つ
い
て

　
高
橋
英
一
議
員
、
田
辺
尚
二
議
員
、

　
田
辺
慎
一
議
員
、
柳
靖
治
議
員
の
四

　
氏
が
町
長
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

主
な
使
い
み
ち

請願
陳情
要』望

▼
上
湯
部
落
の
集
会
所
（
集
落
セ
ン

　
タ
i
）
改
築
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
本
部
落

▼
米
の
輸
入
を
や
め
安
定
供
給
を
図

　
る
た
め
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る

陳
情

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
農
団
連

▼
昭
和
五
十
九
年
産
米
の
政
府
買
入

審議可決した主な事項

　
価
格
な
ら
び
に
自
主
流
通
助
成
の

　
現
行
確
保
等
に
関
す
る
請
願

　
　
　
松
之
山
町
農
協
・
浦
田
農
協

▼
町
道
・
坪
野
赤
倉
線
の
改
良
に
つ

　
い
て
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
野
部
落

▼
政
府
に
対
し
て
、
外
米
輸
入
の
即

　
時
中
止
と
、
米
の
需
給
計
画
お
よ

　
び
第
三
期
水
田
利
用
再
編
対
策
の

　
見
直
し
を
要
請
す
る
よ
う
求
め
る

　
陳
情

　
　
新
潟
県
農
協
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
新
潟
県
農
協
県
連
労
働
組
合

▼
十
割
給
付
引
下
げ
、
国
保
の
国
庫

　
ス
キ
ー
場
の
管
理
棟

▽
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

　
　
（
第
＋
一
回
）

○
追
加
額
　
　
二
、
一
九
四
万
六
千
円

▽
昭
和
．
五
十
八
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
（
第
六
回
）

○
事
業
勘
｛
疋

　
減
額
　
　
　
▲
四
五
六
万
一
五
千
円

o
診
療
所
勘
定

　
追
加
額
　
　
　
　
三
〇
万
三
千
円

▽
昭
和
五
十
八
年
度
老
人
保
健
補
正

　
　
（
第
一
二
回
）

○
追
加
額
　
　
二
、
二
二
九
万
一
千
円

▽
町
税
条
例
の
一
部
改
正

○
法
人
町
民
税
の
均
等
割
税
率
、
軽

　
自
動
車
税
の
引
き
上
げ
等
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

　
正
。

○
保
険
料
の
最
高
限
度
額
二
八
万
円

　
を
三
五
万
円
に
引
き
上
げ
等
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

　
（
第
一
回
）

○
追
加
額
　
　
　
　
　
五
五
五
万
円

▽
繰
越
明
許
費
の
報
告

○
土
地
改
良
（
団
体
営
地
す
べ
り
関

　
連
ホ
場
整
備
と
、
九
七
五
万
五
千

　
円
。
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
三
、
三

　
八
九
万
四
千
円
繰
越
す
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
農
業
．
共
済
事
業

　
特
別
会
計
決
算
の
劉
、
恥
定
。

○
総
事
業
費

　
補
助
率
引
下
げ
等
の
健
保
「
改
革
」

　
案
を
や
め
保
健
．
医
療
・
福
祉
の

　
充
実
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
保
険
医
会

▼
昭
和
五
十
九
年
産
、
生
産
者
米
価

　
に
関
す
る
要
望
。

　
　
　
　
松
之
山
町
農
業
委
員
会

▼
町
道
・
五
十
子
平
三
桶
線
舗
装
に

　
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
五
＋
子
平
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
下
川
手
部
落

▼
健
康
保
険
法
改
正
に
と
も
な
う
意

　
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情
。

　
　
東
頸
城
地
区
労
働
、
組
合
協
議
会

温
泉
組
合
か
ら
購
入

　
　
　
三
、
五
六
四
万
一
、
八
八
四
円

▽
昭
和
五
十
九
年
度
『
般
会
計
補
正

　
　
（
第
一
一
回
）

○
追
加
額
　
　
七
、
〇
五
四
万
三
千
円

▽
昭
和
五
十
九
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
（
第
『
回
）

o
事
業
勘
｛
疋

　
減
額
　
　
　
　
▲
三
八
万
四
千
円

○
診
療
所
勘
｛
疋

　
追
加
額
　
　
　
三
四
〇
万
三
千
円

▽
昭
和
五
十
九
年
度
老
人
保
険
特
別

　
会
計
補
正
（
第
一
回
）

○
追
加
額
　
　
三
、
三
七
〇
万
五
千
円

▽
特
別
職
の
給
与
引
き
上
げ

　
町
長
　
四
七
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
（
四
四
八
、
O
O
O
円
）

　
助
役
　
三
七
四
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
三
五
六
、
○
O
O
円
）

　
収
入
役
　
　
三
五
四
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
（
三
三
八
、
○
○
○
円
）

▽
教
育
長
の
給
与
引
き
上
げ

　
教
育
長
　
　
　
三
二
九
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
三
＝
二
、
O
O
O
円
）

▽
特
別
職
の
非
常
勤
の
報
酬
引
き
上

　
げ

　議

会
議
長
　
　
一
五
〇
、
○
O
O
円

副
議
長
　
　
　
｝
一
七
、
O
O
O
円

委
員
長
　
　
　
｝
〇
七
、
O
O
O
円

〈
第
一
回
補
正
〉

○
舗
装
修
繕
（
松
之
山
・
湯
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
五
万
円

〇
五
十
子
平
深
山
線
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
万
円

〈
第
二
回
補
正
〉

議
会
費

。
議
員
の
報
酬
改
訂
（
報
酬
・
手
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
万
円

総
務
費

・
三
役
給
料
改
訂
（
給
料
・
手
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

。
庁
舎
前
舗
装
修
繕
　
　
四
〇
万
円

民
生
費

・
保
育
所
産
休
代
替
賃
金
三
四
万
円

。
農
業
振
興
費
（
良
質
米
安
定
多
収

　
穫
共
励
会
報
償
費
・
消
耕
品
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
万
円

。
自
然
休
養
村
運
営
費
（
テ
ニ
ス
コ

　
ー
ト
照
明
・
直
売
施
設
の
修
繕
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
万
円

・
水
田
利
用
再
編
対
策
（
転
作
定
着

　
化
促
進
活
動
補
助
金
等
）
三
五
万
円

。
豪
雪
対
策
費
（
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　
　
三
、
三
二
〇
万
円

。
特
用
林
産
物
栽
培
地
造
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
ハ
○
万
円

，
商
工
費

。
観
光
費
（
臨
時
雇
賃
金
・
県
観
光

　
議
会
議
員
　
　
一
〇
三
、
○
O
O
円

▽
地
方
自
治
法
第
二
〇
七
条
・
四
三

　
三
条
第
三
項
に
よ
る
関
係
者
の
実

　
費
弁
償
の
引
き
上
げ

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
が
口

　
頭
審
理
を
行
う
場
合
、
署
名
の
関

　
係
人
の
出
頭
な
ど
の
宿
泊
代
を
七
、

　
O
O
O
円
を
七
、
五
〇
〇
円
に
引
き

　
上
げ
。

▽
消
防
団
員
の
報
酬
・
手
当
お
よ
び

　
費
用
弁
償
の
引
き
上
げ
。
（
年
額
）

　
団
長
　
　
　
　
　
八
七
、
五
〇
〇
円

特
別
職
の
給
与
・
報
酬
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
町
内
訓
練
一
回

▽
町
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
町
民
税
の
所
得
割
・
分
離
課
税
の

　
退
職
所
得
割
の
税
率
と
区
分
の
改

　
正
。

▽
松
之
山
町
営
ス
キ
i
場
条
例
の
一

　
部
改
正

○
ス
キ
ー
場
の
管
理
運
営
に
資
す
る

　
た
め
、
ス
キ
ー
場
運
営
委
員
会
を

　
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
の
一
条
を

加
え
る
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行

○
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業
・
池

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部
長

班
長

団
口
貝

火
災
出
動
、

六
七
、
九
〇
〇
円

二
九
、
八
O
O
円

二
六
、
七
〇
〇
円

二
五
、
七
〇
〇
円

八
、
七
〇
〇
円

七
、
二
〇
〇
円

　
一
、
七
〇
〇
円

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
負
担
金
）
二
九
万
円

。
ス
キ
i
場
土
砂
流
出
防
止
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三
万
円

・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
購
入
費
（
既
設
の

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
二
、
〇
七
〇
万
円

土
木
費

。
住
宅
改
良
資
金
利
子
補
給
金
（
十

　
戸
分
）
　
　
　
　
　
　
九
〇
万
円

。
町
道
舗
装
・
側
溝
修
繕
（
七
路
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
六
万
円

・
部
落
道
生
コ
ン
舗
装
補
助
金
（
補

　
助
率
四
十
％
）
　
　
　
一
七
万
円

。
東
川
藤
倉
天
水
越
線
舗
装
（
藤
倉
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
一
一
〇
万
円

・
極
倉
線
の
拡
幅
用
地
買
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

。
湯
本
兎
口
線
・
栃
倉
線
ガ
ー
ド
パ

　
イ
プ
設
置
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

・
排
雪
場
重
機
借
上
料
・
補
償
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
万
円

消
防
費

・
小
型
消
防
ポ
ン
プ
一
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

教
育
費

・
小
学
校
給
食
従
事
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
万
円

・
松
之
山
中
学
校
修
繕
　
五
五
万
円

・
町
道
災
害
復
旧
費
（
東
川
・
光
間

　
崩
田
）
　
　
　
　
　
一
匹
六
万
円
，

。
林
道
災
害
復
旧
（
上
蝦
池
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
O
万
円

出
資
金

。
北
越
北
線
第
三
セ
グ
タ
ー
出
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
万
円

　
田
地
区
の
用
水
路
。

▽
｛
子
の
変
更

○
坪
野
地
区
土
地
改
良
に
よ
る
換
地

　
処
分
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
町
立
教
職
員
住
宅
新
築
工
事

　
請
負
金
額
　
　
　
四
、
三
〇
〇
万
円

　
請
負
者
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
組

○
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ

　
ウ
ス
新
築
工
事

　
請
負
金
額
」
億
O
、
三
〇
〇
万
円

　
請
負
者
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
組

▽
寄
附
採
納

○
町
道
・
藤
倉
外
丸
線
の
用
地
（
一

　
二
八
筆
・
九
九
二
七
㎡
）
高
橋
平

　
八
郎
さ
ん
外
八
五
名
・
町
に
寄
附
。

○
浦
田
地
内
の
地
目
山
林
（
九
筆
・

　
一
四
、
一
九
七
㎡
）
埼
玉
県
川
口
市

　
の
長
谷
川
オ
リ
ョ
さ
ん
町
に
寄
附
。

▽
財
産
の
取
得

○
除
雪
ド
ー
ザ
（
車
輪
式
十
四
ト
ン

　
級
）
価
格
一
、
九
五
〇
万
円
。

○
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
の
管
理
棟
、

　
松
之
山
温
泉
組
合
か
ら
購
入
。

▽
議
員
提
出
議
案

○
豪
雪
地
帯
の
高
床
住
宅
建
築
に
お

　
け
る
税
制
上
の
優
遇
策
に
関
す
る

音
心
見
書
。

o
第
九
次
道
路
整
備
五
力
年
計
画
の

　
完
全
達
成
に
関
す
る
意
見
書
。

○
異
常
気
象
下
に
お
け
る
米
政
策
の

転
換
等
と
米
の
輸
入
を
や
め
る
こ

　
と
に
関
す
る
意
見
書
。
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春
季
の
豪
雪
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、

北
越
北
線
の
出
資
金
に

　
昭
和
五
十
九
年
第
三
回
町
議
会
定

例
会
が
六
月
二
十
八
・
二
十
九
日
の

二
日
間
開
か
れ
た
。

　
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

で
約
七
千
六
百
万
円
追
加
さ
れ
た
。

　
豪
雪
対
策
の
補
助
金
（
消
雪
剤
・

機
械
除
雪
・
町
単
水
稲
補
助
金
）
が

三
千
三
百
二
十
万
円
。
こ
れ
ま
で
の

ズ
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
二
千
七

十
万
円
で
温
泉
組
合
よ
り
購
入
（
内

一
千
万
円
は
温
泉
組
合
が
町
に
寄
附
〉

一

北
越
北
線
第
三
セ
ク
タ
ー
出
資
金
二

百
万
円
。
豪
雪
基
金
設
置
、
の
た
め
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
三
百
万
円
。

藤
倉
地
内
の
舗
装
工
事
に
六
百
二
十

万
円
な
ど
の
事
業
が
認
め
ら
れ
た
。

　
町
長
、
助
役
、
収
入
役
の
三
役
と

教
育
長
の
給
与
が
四
月
よ
り
約
五
％

引
き
あ
げ
ら
れ
た
。
議
会
議
員
、
農

業
委
員
、
消
防
団
員
な
ど
の
報
酬
．
手

当
等
も
四
月
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。
税
条
例
の
一
部
改
正
で

　
　
　
三
二
〇
万
円

一
〇
〇
万
円
追
加

軽
自
動
車
税
が
引
き
あ
げ
ら
れ
た
。

　
米
の
輸
入
。
豪
雪
地
帯
の
住
宅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

対
す
る
税
制
上
の
優
遇
策
　
第
九
次

　道路整

備
五
力
年
計
画
の
完
全
達
成
。

　
健
康
保
険
改
正
に
つ
い
て
、
政
府
に

　
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
　
一
般
質
問
は
北
越
北
線
、
豪
雪
基

　
金
、
ス
キ
ー
場
問
題
な
ど
に
つ
い
て

　
高
橋
英
一
議
員
、
田
辺
尚
二
議
員
、

　
田
辺
慎
一
議
員
、
柳
靖
治
議
員
の
四

　
氏
が
町
長
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

主
な
使
い
み
ち

請願
陳情
要』望

▼
上
湯
部
落
の
集
会
所
（
集
落
セ
ン

　
タ
i
）
改
築
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
本
部
落

▼
米
の
輸
入
を
や
め
安
定
供
給
を
図

　
る
た
め
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る

陳
情

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
農
団
連

▼
昭
和
五
十
九
年
産
米
の
政
府
買
入

審議可決した主な事項

　
価
格
な
ら
び
に
自
主
流
通
助
成
の

　
現
行
確
保
等
に
関
す
る
請
願

　
　
　
松
之
山
町
農
協
・
浦
田
農
協

▼
町
道
・
坪
野
赤
倉
線
の
改
良
に
つ

　
い
て
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
野
部
落

▼
政
府
に
対
し
て
、
外
米
輸
入
の
即

　
時
中
止
と
、
米
の
需
給
計
画
お
よ

　
び
第
三
期
水
田
利
用
再
編
対
策
の

　
見
直
し
を
要
請
す
る
よ
う
求
め
る

　
陳
情

　
　
新
潟
県
農
協
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
新
潟
県
農
協
県
連
労
働
組
合

▼
十
割
給
付
引
下
げ
、
国
保
の
国
庫

　
ス
キ
ー
場
の
管
理
棟

▽
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

　
　
（
第
＋
一
回
）

○
追
加
額
　
　
二
、
一
九
四
万
六
千
円

▽
昭
和
．
五
十
八
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
（
第
六
回
）

○
事
業
勘
｛
疋

　
減
額
　
　
　
▲
四
五
六
万
一
五
千
円

o
診
療
所
勘
定

　
追
加
額
　
　
　
　
三
〇
万
三
千
円

▽
昭
和
五
十
八
年
度
老
人
保
健
補
正

　
　
（
第
一
二
回
）

○
追
加
額
　
　
二
、
二
二
九
万
一
千
円

▽
町
税
条
例
の
一
部
改
正

○
法
人
町
民
税
の
均
等
割
税
率
、
軽

　
自
動
車
税
の
引
き
上
げ
等
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

　
正
。

○
保
険
料
の
最
高
限
度
額
二
八
万
円

　
を
三
五
万
円
に
引
き
上
げ
等
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

　
（
第
一
回
）

○
追
加
額
　
　
　
　
　
五
五
五
万
円

▽
繰
越
明
許
費
の
報
告

○
土
地
改
良
（
団
体
営
地
す
べ
り
関

　
連
ホ
場
整
備
と
、
九
七
五
万
五
千

　
円
。
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
三
、
三

　
八
九
万
四
千
円
繰
越
す
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
農
業
．
共
済
事
業

　
特
別
会
計
決
算
の
劉
、
恥
定
。

○
総
事
業
費

　
補
助
率
引
下
げ
等
の
健
保
「
改
革
」

　
案
を
や
め
保
健
．
医
療
・
福
祉
の

　
充
実
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
保
険
医
会

▼
昭
和
五
十
九
年
産
、
生
産
者
米
価

　
に
関
す
る
要
望
。

　
　
　
　
松
之
山
町
農
業
委
員
会

▼
町
道
・
五
十
子
平
三
桶
線
舗
装
に

　
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
五
＋
子
平
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
下
川
手
部
落

▼
健
康
保
険
法
改
正
に
と
も
な
う
意

　
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情
。

　
　
東
頸
城
地
区
労
働
、
組
合
協
議
会

温
泉
組
合
か
ら
購
入

　
　
　
三
、
五
六
四
万
一
、
八
八
四
円

▽
昭
和
五
十
九
年
度
『
般
会
計
補
正

　
　
（
第
一
一
回
）

○
追
加
額
　
　
七
、
〇
五
四
万
三
千
円

▽
昭
和
五
十
九
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
（
第
『
回
）

o
事
業
勘
｛
疋

　
減
額
　
　
　
　
▲
三
八
万
四
千
円

○
診
療
所
勘
｛
疋

　
追
加
額
　
　
　
三
四
〇
万
三
千
円

▽
昭
和
五
十
九
年
度
老
人
保
険
特
別

　
会
計
補
正
（
第
一
回
）

○
追
加
額
　
　
三
、
三
七
〇
万
五
千
円

▽
特
別
職
の
給
与
引
き
上
げ

　
町
長
　
四
七
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
（
四
四
八
、
O
O
O
円
）

　
助
役
　
三
七
四
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
三
五
六
、
○
O
O
円
）

　
収
入
役
　
　
三
五
四
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
（
三
三
八
、
○
○
○
円
）

▽
教
育
長
の
給
与
引
き
上
げ

　
教
育
長
　
　
　
三
二
九
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
三
＝
二
、
O
O
O
円
）

▽
特
別
職
の
非
常
勤
の
報
酬
引
き
上

　
げ

　議

会
議
長
　
　
一
五
〇
、
○
O
O
円

副
議
長
　
　
　
｝
一
七
、
O
O
O
円

委
員
長
　
　
　
｝
〇
七
、
O
O
O
円

〈
第
一
回
補
正
〉

○
舗
装
修
繕
（
松
之
山
・
湯
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
五
万
円

〇
五
十
子
平
深
山
線
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
万
円

〈
第
二
回
補
正
〉

議
会
費

。
議
員
の
報
酬
改
訂
（
報
酬
・
手
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
万
円

総
務
費

・
三
役
給
料
改
訂
（
給
料
・
手
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

。
庁
舎
前
舗
装
修
繕
　
　
四
〇
万
円

民
生
費

・
保
育
所
産
休
代
替
賃
金
三
四
万
円

。
農
業
振
興
費
（
良
質
米
安
定
多
収

　
穫
共
励
会
報
償
費
・
消
耕
品
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
万
円

。
自
然
休
養
村
運
営
費
（
テ
ニ
ス
コ

　
ー
ト
照
明
・
直
売
施
設
の
修
繕
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
万
円

・
水
田
利
用
再
編
対
策
（
転
作
定
着

　
化
促
進
活
動
補
助
金
等
）
三
五
万
円

。
豪
雪
対
策
費
（
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　
　
三
、
三
二
〇
万
円

。
特
用
林
産
物
栽
培
地
造
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
ハ
○
万
円

，
商
工
費

。
観
光
費
（
臨
時
雇
賃
金
・
県
観
光

　
議
会
議
員
　
　
一
〇
三
、
○
O
O
円

▽
地
方
自
治
法
第
二
〇
七
条
・
四
三

　
三
条
第
三
項
に
よ
る
関
係
者
の
実

　
費
弁
償
の
引
き
上
げ

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
が
口

　
頭
審
理
を
行
う
場
合
、
署
名
の
関

　
係
人
の
出
頭
な
ど
の
宿
泊
代
を
七
、

　
O
O
O
円
を
七
、
五
〇
〇
円
に
引
き

　
上
げ
。

▽
消
防
団
員
の
報
酬
・
手
当
お
よ
び

　
費
用
弁
償
の
引
き
上
げ
。
（
年
額
）

　
団
長
　
　
　
　
　
八
七
、
五
〇
〇
円

特
別
職
の
給
与
・
報
酬
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
町
内
訓
練
一
回

▽
町
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
町
民
税
の
所
得
割
・
分
離
課
税
の

　
退
職
所
得
割
の
税
率
と
区
分
の
改

　
正
。

▽
松
之
山
町
営
ス
キ
i
場
条
例
の
一

　
部
改
正

○
ス
キ
ー
場
の
管
理
運
営
に
資
す
る

　
た
め
、
ス
キ
ー
場
運
営
委
員
会
を

　
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
の
一
条
を

加
え
る
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行

○
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業
・
池

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部
長

班
長

団
口
貝

火
災
出
動
、

六
七
、
九
〇
〇
円

二
九
、
八
O
O
円

二
六
、
七
〇
〇
円

二
五
、
七
〇
〇
円

八
、
七
〇
〇
円

七
、
二
〇
〇
円

　
一
、
七
〇
〇
円

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
負
担
金
）
二
九
万
円

。
ス
キ
i
場
土
砂
流
出
防
止
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三
万
円

・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
購
入
費
（
既
設
の

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
二
、
〇
七
〇
万
円

土
木
費

。
住
宅
改
良
資
金
利
子
補
給
金
（
十

　
戸
分
）
　
　
　
　
　
　
九
〇
万
円

。
町
道
舗
装
・
側
溝
修
繕
（
七
路
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
六
万
円

・
部
落
道
生
コ
ン
舗
装
補
助
金
（
補

　
助
率
四
十
％
）
　
　
　
一
七
万
円

。
東
川
藤
倉
天
水
越
線
舗
装
（
藤
倉
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
一
一
〇
万
円

・
極
倉
線
の
拡
幅
用
地
買
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

。
湯
本
兎
口
線
・
栃
倉
線
ガ
ー
ド
パ

　
イ
プ
設
置
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

・
排
雪
場
重
機
借
上
料
・
補
償
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
万
円

消
防
費

・
小
型
消
防
ポ
ン
プ
一
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

教
育
費

・
小
学
校
給
食
従
事
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
万
円

・
松
之
山
中
学
校
修
繕
　
五
五
万
円

・
町
道
災
害
復
旧
費
（
東
川
・
光
間

　
崩
田
）
　
　
　
　
　
一
匹
六
万
円
，

。
林
道
災
害
復
旧
（
上
蝦
池
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
O
万
円

出
資
金

。
北
越
北
線
第
三
セ
グ
タ
ー
出
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
万
円

　
田
地
区
の
用
水
路
。

▽
｛
子
の
変
更

○
坪
野
地
区
土
地
改
良
に
よ
る
換
地

　
処
分
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
町
立
教
職
員
住
宅
新
築
工
事

　
請
負
金
額
　
　
　
四
、
三
〇
〇
万
円

　
請
負
者
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
組

○
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ

　
ウ
ス
新
築
工
事

　
請
負
金
額
」
億
O
、
三
〇
〇
万
円

　
請
負
者
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
組

▽
寄
附
採
納

○
町
道
・
藤
倉
外
丸
線
の
用
地
（
一

　
二
八
筆
・
九
九
二
七
㎡
）
高
橋
平

　
八
郎
さ
ん
外
八
五
名
・
町
に
寄
附
。

○
浦
田
地
内
の
地
目
山
林
（
九
筆
・

　
一
四
、
一
九
七
㎡
）
埼
玉
県
川
口
市

　
の
長
谷
川
オ
リ
ョ
さ
ん
町
に
寄
附
。

▽
財
産
の
取
得

○
除
雪
ド
ー
ザ
（
車
輪
式
十
四
ト
ン

　
級
）
価
格
一
、
九
五
〇
万
円
。

○
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
の
管
理
棟
、

　
松
之
山
温
泉
組
合
か
ら
購
入
。

▽
議
員
提
出
議
案

○
豪
雪
地
帯
の
高
床
住
宅
建
築
に
お

　
け
る
税
制
上
の
優
遇
策
に
関
す
る

音
心
見
書
。

o
第
九
次
道
路
整
備
五
力
年
計
画
の

　
完
全
達
成
に
関
す
る
意
見
書
。

○
異
常
気
象
下
に
お
け
る
米
政
策
の

転
換
等
と
米
の
輸
入
を
や
め
る
こ

　
と
に
関
す
る
意
見
書
。
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人の退職金現場で働く

り作られる国の援助によ

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人
は

　
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
は
、

大
工
、
左
官
、
と
び
、
土
工
な
ど
建

設
業
の
現
場
で
働
く
か
た
が
た
の
た

め
に
、
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。　

ふ
つ
う
、
退
職
金
と
は
、
一
つ
の

会
社
な
り
事
業
所
な
り
が
自
分
の
と

こ
ろ
で
働
い
た
従
業
員
が
や
め
た
と

き
に
支
払
う
も
の
で
す
が
、
建
設
業

の
現
場
作
業
員
の
よ
う
に
、
工
事
ご

と
に
事
業
主
が
か
わ
る
よ
う
な
人
の

た
め
に
は
、
一
つ
の
会
社
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
退
職
金
制
度
が
作
れ
ま
せ

ん
。　

そ
こ
で
、
建
設
業
の
事
業
主
が
み

ん
な
協
力
し
て
掛
金
を
出
し
合
い
、

建
設
業
の
中
で
働
く
共
通
の
作
業
員

の
た
め
に
、
退
職
金
を
払
お
う
と
い

う
考
え
で
作
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
建

誰
で
も
加
入
で
き
る

設
業
退
職
金
共
済
制
度
で
す
。

　
全
国
で
、
す
で
に
一
五
〇
万
人
以

上
の
作
業
員
の
か
た
が
、
こ
の
制
度

に
加
入
し
、
老
後
や
転
職
に
備
え
退

職
金
の
積
立
て
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

180円掛金は1日

20年力口込で

205万円の退職金

▼
加
入
申
込
み

　
加
入
の
申
込
み
は
、

事
業
・
王
が
自

分
の
と
こ
ろ
で
雇
っ
て
い
る
作
業
員

の
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
加
入
申
込
書
を
共
済
組
合
の
支
部

に
提
出
す
る
と
、
支
部
か
ら
「
共
済

契
約
者
証
」
と
「
共
済
手
帳
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
作
業
員

　
現
場
で
働
く
か
た
な
ら
、
職
種
に

関
係
な
く
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
掛
金
の
納
め
か
た

　
事
業
主
は
、
も
よ
り
の
銀
行
か
ら

「
共
済
証
紙
」
を
買
っ
て
、
毎
月
の

賃
金
の
支
払
い
日
に
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
員
の
共

済
手
帳
に
は
り
つ
け
、
消
印
す
れ
ば

掛
金
を
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
日
分
の
掛
金
は
、
現
在
百
八
十
円

で
す
。

▼
退
職
金
の
支
払
い

退職金額
　　90，720円

　138，350円

　193，692円

　258，256円

　327，436円

　401，222円

　485，772円

　577、246円

　689，138円

1、301，180円

2、051，366円

2，967，872円

4，175，132円

5，731，856円

　
退
職
金
は
、
一
つ
め
会
社
を
や
め

・
た
と
き
で
な
く
、
老
後
の
引
退
や
他

産
業
へ
の
就
職
な
ど
、
建
設
業
の
中

で
働
か
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
共
済

組
合
か
ら
直
接
本
人
に
支
払
わ
れ
ま

す
。

　
退
職
金
の
額
は
、
は
ら
れ
た
証
紙

枚
数
の
多
い
少
い
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、
働
い
た
日
数
に
応
じ
、
証
紙

を
確
実
に
は
っ
て
も
ら
っ
た
人
は
、

す
で
に
百
万
円
以
上
の
退
職
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
制
度
は
、
国
が
作
っ
た
制
度

で
す
か
ら
、
安
全
・
確
実
で
、
し
か

も
民
間
の
経
営
す
る
制
度
に
比
べ
有

利
で
す
。

　
ま
た
、
事
業
主
が
払
っ
た
掛
金
は

（
証
紙
代
金
）
、
全
額
免
税
と
な
り

ま
す
。

▼
加
入
申
込
や
お
問
い
合
せ

馴
新
潟
市
学
校
町
二
番
町
五
二
九
五

〒
　
新
潟
建
設
会
館
内

　
建
退
共
新
潟
県
支
部

倉
（
〇
二
五
二
）
二
二
ー
七
一
〇
一

退職金額早見表

月　　　　　数

2年（24月）

3年　（36月）

4年　（48月）

5年　（60月）

6年　（72月）

7年　（84月）

8年　（96月）

9年　（108月）

旧年　（120月）

15年　（180月）

20年　（240月）

25年　（300月）

30年　（360月）

35年　（420月）

（注）

1．この早見表は、最初から日

額180円ではじめた人の場合

　で、証紙252日分を1年と換

算して計算した退職金の額で
す。

2．　180円になる前から掛金し

ている人の退職金は、それぞ

　れの掛金日額に応じて別に計

算されます。

〔7〕広銀まっのやま

電
気
の
輪
拡
が
る

　
昭
和
二
十
年
を
上
回
る
超
豪
雪
も

す
っ
か
り
姿
を
消
し
、
一
気
に
初
夏

を
向
え
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。
電
柱

上
の
冠
雪
落
し
や
N
H
K
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
紹
介
さ
れ
た
電
柱
・

支
線
の
除
雪
作
業
が
日
々
、
過
去
の

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
九
月
、
十
日
町
営

業
所
の
協
力
を
得
て
津
南
の
大
割
野

変
電
所
と
当
地
松
之
山
と
の
電
気
の

輪
を
拡
げ
た
の
に
続
き
、
今
年
は
浦

田
地
区
の
中
原
と
大
厳
寺
原
と
の
輪

を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
写

真
）　

こ
れ
ら
の
輪
が
完
成
し
た
こ
と
に

よ
り
、
松
之
山
町
は
二
つ
の
変
電
所

を
も
ち
、
電
気
の
道
が
大
幅
に
拡
張

増
強
さ
れ
、
ま
た
作
業
停
電
の
範
囲

も
大
幅
に
縮
少
で
き
る
状
態
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
輪
を
守
り
、
電

気
に
よ
る
明
か
る
い
町
づ
く
り
の
た

め
に
、
今
後
と
も
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
東
北
電
力
松
之
山
出
張
所
）

松
里
地
区
と
浦
田
地
区
が
連
け
い

新
し
い
中
原
線

東
北
電
力
か
ら

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
松
之
山
出
張
所
を
廃
止
し
今
後
松

代
出
張
所
で
直
接
お
客
様
の
ご
用
を

う
け
た
ま
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
移
行
月
日

　
　
　
　
昭
和
五
十
九
年
八
月
一
日

▽
十
日
町
市
本
町
三
丁
目

　
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
（
a
五
二
ー
三
一
〇
七
）

▽
松
代
町
松
代
三
二
七
五
ノ
五

　
　
東
北
電
力
㈱
松
代
出
張
所

　
　
　
　
（
費
七
ー
二
〇
二
〇
）

　
　
　
サ
レ

や
め
よ
う
3
ボ
ィ

　
▼
」
れ
か
・
り

電
池
も
仲
間
入
り

誓
カ
ゾ

ミ罐茜。
6

ど．

ぱ
～激＿ホタィ

一
・
）

健用濟一’

『ボ9ン電麹』

　　は回収箱に

　
　
使
用
済
み
乾
電
池
に
含
ま
れ
る
水

　
銀
が
原
因
で
環
境
汚
染
が
心
配
さ
れ

　
最
近
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
た
め
、
水
銀
を
多
く
含
む
使

　
用
済
み
ボ
タ
ン
電
池
は
、
電
気
店
・

　
カ
メ
ラ
店
・
時
計
店
な
ど
に
設
置
し

）
て
あ
る
「
ポ
タ
ン
電
池
回
収
箱
」
に

劫
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

入
札
結
繰
眉

▽
教
第
一
号
　
教
員
住
宅
（
松
之
山
）

　
六
戸
分
二
四
三
㎡
　
　
　
一
棟

　
高
橋
組
　
　
　
四
、
三
〇
〇
万
円

▽
総
第
一
号
　
防
火
水
槽

　
（
松
之
山
）
　
　
　
　
四
〇
㎡
級

　
大
武
工
務
店
　
　
　
二
四
五
万
円

▽
総
第
二
号
　
防
火
水
槽

　
（
松
口
）
　
　
　
　
　
四
〇
㎡
級

　
大
海
組
　
　
　
　
　
二
四
〇
万
円

▽
建
第
十
一
号
　
巳
之
下
線
（
松
之

　
山
）
舗
装
　
　
　
　
　
四
六
〇
m

　
福
田
道
路
　
　
一
、
二
八
O
万
円

▽
建
第
十
二
号
　
藤
原
松
之
山
線

　
（
藤
原
）
舗
装
　
　
　
五
六
〇
m

　
福
田
道
路
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

▽
建
第
十
三
号
西
之
前
北
浦
田
線

　
（
西
之
前
）
舗
装
　
　
四
一
四
m

　
福
田
道
路
　
　
一
、
一
〇
〇
万
円

▽
建
第
十
四
号
　
松
口
松
之
山
線

　
（
松
口
）
舗
装
　
　
　
二
八
O
m

　
上
越
舗
道
　
　
　
　
八
二
〇
万
円

▽
産
第
六
号
　
団
体
営
か
ん
が
い
排

　
水
事
業
、
松
里
第
一
地
区
水
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
一
一
m

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
四
〇
万
円

▽
産
第
七
号
　
団
体
営
か
ん
が
い
排

　
水
事
業
、
松
里
第
二
地
区
水
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
一
七
m

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
四
〇
万
円

▽
産
第
八
号
　
耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
浦
田
地
区
頭
首
工
（
上
之
山
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
　
四
四
万
円

▽
振
第
七
号
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

　
場
駐
車
場
舗
装
　
三
、
七
｝
二
㎡

　
福
田
道
路
　
　
二
、
六
六
〇
万
円

▽
振
第
八
号
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

　
　
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
新
築

　
高
橋
組
　
一
億
○
、
三
〇
〇
万
円

▽
振
第
九
号
　
作
業
道
亀
石
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
二
m

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
九
五
〇
万
円

▽
振
第
十
号
　
集
会
用
建
物

　
（
天
水
越
）
　
　
二
四
七
・
八
㎡

　
高
橋
組
　
　
　
二
、
九
五
〇
万
円

▽
振
第
十
一
号
　
林
業
経
営
近
代
化

施
設
整
備
事
業
（
大
厳
寺
高
原
）

作
業
用
建
物
　
　
　
七
九
・
二
㎡

大
武
工
務
店
　
　
　
四
八
○
万
円

一
二
月
卒
業

　
　
　
　
予
定
者
の

学
卒
求
人
受
付
中

　
七
月
一
日
か
ら
来
春
三
月
新
規
学

校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
、
求

人
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
学
卒
求
人
は
、
．
お
早
め
に
申
込
み

さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

上
越
公
共
職
業
安
定
所
安
塚
出
張
所
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人の退職金現場で働く

り作られる国の援助によ

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人
は

　
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
は
、

大
工
、
左
官
、
と
び
、
土
工
な
ど
建

設
業
の
現
場
で
働
く
か
た
が
た
の
た

め
に
、
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。　

ふ
つ
う
、
退
職
金
と
は
、
一
つ
の

会
社
な
り
事
業
所
な
り
が
自
分
の
と

こ
ろ
で
働
い
た
従
業
員
が
や
め
た
と

き
に
支
払
う
も
の
で
す
が
、
建
設
業

の
現
場
作
業
員
の
よ
う
に
、
工
事
ご

と
に
事
業
主
が
か
わ
る
よ
う
な
人
の

た
め
に
は
、
一
つ
の
会
社
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
退
職
金
制
度
が
作
れ
ま
せ

ん
。　

そ
こ
で
、
建
設
業
の
事
業
主
が
み

ん
な
協
力
し
て
掛
金
を
出
し
合
い
、

建
設
業
の
中
で
働
く
共
通
の
作
業
員

の
た
め
に
、
退
職
金
を
払
お
う
と
い

う
考
え
で
作
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
建

誰
で
も
加
入
で
き
る

設
業
退
職
金
共
済
制
度
で
す
。

　
全
国
で
、
す
で
に
一
五
〇
万
人
以

上
の
作
業
員
の
か
た
が
、
こ
の
制
度

に
加
入
し
、
老
後
や
転
職
に
備
え
退

職
金
の
積
立
て
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

180円掛金は1日

20年力口込で

205万円の退職金

▼
加
入
申
込
み

　
加
入
の
申
込
み
は
、

事
業
・
王
が
自

分
の
と
こ
ろ
で
雇
っ
て
い
る
作
業
員

の
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
加
入
申
込
書
を
共
済
組
合
の
支
部

に
提
出
す
る
と
、
支
部
か
ら
「
共
済

契
約
者
証
」
と
「
共
済
手
帳
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
作
業
員

　
現
場
で
働
く
か
た
な
ら
、
職
種
に

関
係
な
く
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
掛
金
の
納
め
か
た

　
事
業
主
は
、
も
よ
り
の
銀
行
か
ら

「
共
済
証
紙
」
を
買
っ
て
、
毎
月
の

賃
金
の
支
払
い
日
に
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
員
の
共

済
手
帳
に
は
り
つ
け
、
消
印
す
れ
ば

掛
金
を
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
日
分
の
掛
金
は
、
現
在
百
八
十
円

で
す
。

▼
退
職
金
の
支
払
い

退職金額
　　90，720円

　138，350円

　193，692円

　258，256円

　327，436円

　401，222円

　485，772円

　577、246円

　689，138円

1、301，180円

2、051，366円

2，967，872円

4，175，132円

5，731，856円

　
退
職
金
は
、
一
つ
め
会
社
を
や
め

・
た
と
き
で
な
く
、
老
後
の
引
退
や
他

産
業
へ
の
就
職
な
ど
、
建
設
業
の
中

で
働
か
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
共
済

組
合
か
ら
直
接
本
人
に
支
払
わ
れ
ま

す
。

　
退
職
金
の
額
は
、
は
ら
れ
た
証
紙

枚
数
の
多
い
少
い
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、
働
い
た
日
数
に
応
じ
、
証
紙

を
確
実
に
は
っ
て
も
ら
っ
た
人
は
、

す
で
に
百
万
円
以
上
の
退
職
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
制
度
は
、
国
が
作
っ
た
制
度

で
す
か
ら
、
安
全
・
確
実
で
、
し
か

も
民
間
の
経
営
す
る
制
度
に
比
べ
有

利
で
す
。

　
ま
た
、
事
業
主
が
払
っ
た
掛
金
は

（
証
紙
代
金
）
、
全
額
免
税
と
な
り

ま
す
。

▼
加
入
申
込
や
お
問
い
合
せ

馴
新
潟
市
学
校
町
二
番
町
五
二
九
五

〒
　
新
潟
建
設
会
館
内

　
建
退
共
新
潟
県
支
部

倉
（
〇
二
五
二
）
二
二
ー
七
一
〇
一

退職金額早見表

月　　　　　数

2年（24月）

3年　（36月）

4年　（48月）

5年　（60月）

6年　（72月）

7年　（84月）

8年　（96月）

9年　（108月）

旧年　（120月）

15年　（180月）

20年　（240月）

25年　（300月）

30年　（360月）

35年　（420月）

（注）

1．この早見表は、最初から日

額180円ではじめた人の場合

　で、証紙252日分を1年と換

算して計算した退職金の額で
す。

2．　180円になる前から掛金し

ている人の退職金は、それぞ

　れの掛金日額に応じて別に計

算されます。
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電
気
の
輪
拡
が
る

　
昭
和
二
十
年
を
上
回
る
超
豪
雪
も

す
っ
か
り
姿
を
消
し
、
一
気
に
初
夏

を
向
え
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。
電
柱

上
の
冠
雪
落
し
や
N
H
K
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
紹
介
さ
れ
た
電
柱
・

支
線
の
除
雪
作
業
が
日
々
、
過
去
の

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
九
月
、
十
日
町
営

業
所
の
協
力
を
得
て
津
南
の
大
割
野

変
電
所
と
当
地
松
之
山
と
の
電
気
の

輪
を
拡
げ
た
の
に
続
き
、
今
年
は
浦

田
地
区
の
中
原
と
大
厳
寺
原
と
の
輪

を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
写

真
）　

こ
れ
ら
の
輪
が
完
成
し
た
こ
と
に

よ
り
、
松
之
山
町
は
二
つ
の
変
電
所

を
も
ち
、
電
気
の
道
が
大
幅
に
拡
張

増
強
さ
れ
、
ま
た
作
業
停
電
の
範
囲

も
大
幅
に
縮
少
で
き
る
状
態
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
輪
を
守
り
、
電

気
に
よ
る
明
か
る
い
町
づ
く
り
の
た

め
に
、
今
後
と
も
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
東
北
電
力
松
之
山
出
張
所
）

松
里
地
区
と
浦
田
地
区
が
連
け
い

新
し
い
中
原
線

東
北
電
力
か
ら

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
松
之
山
出
張
所
を
廃
止
し
今
後
松

代
出
張
所
で
直
接
お
客
様
の
ご
用
を

う
け
た
ま
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
移
行
月
日

　
　
　
　
昭
和
五
十
九
年
八
月
一
日

▽
十
日
町
市
本
町
三
丁
目

　
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
（
a
五
二
ー
三
一
〇
七
）

▽
松
代
町
松
代
三
二
七
五
ノ
五

　
　
東
北
電
力
㈱
松
代
出
張
所

　
　
　
　
（
費
七
ー
二
〇
二
〇
）

　
　
　
サ
レ

や
め
よ
う
3
ボ
ィ

　
▼
」
れ
か
・
り

電
池
も
仲
間
入
り

誓
カ
ゾ

ミ罐茜。
6

ど．

ぱ
～激＿ホタィ

一
・
）

健用濟一’

『ボ9ン電麹』

　　は回収箱に

　
　
使
用
済
み
乾
電
池
に
含
ま
れ
る
水

　
銀
が
原
因
で
環
境
汚
染
が
心
配
さ
れ

　
最
近
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
た
め
、
水
銀
を
多
く
含
む
使

　
用
済
み
ボ
タ
ン
電
池
は
、
電
気
店
・

　
カ
メ
ラ
店
・
時
計
店
な
ど
に
設
置
し

）
て
あ
る
「
ポ
タ
ン
電
池
回
収
箱
」
に

劫
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

入
札
結
繰
眉

▽
教
第
一
号
　
教
員
住
宅
（
松
之
山
）

　
六
戸
分
二
四
三
㎡
　
　
　
一
棟

　
高
橋
組
　
　
　
四
、
三
〇
〇
万
円

▽
総
第
一
号
　
防
火
水
槽

　
（
松
之
山
）
　
　
　
　
四
〇
㎡
級

　
大
武
工
務
店
　
　
　
二
四
五
万
円

▽
総
第
二
号
　
防
火
水
槽

　
（
松
口
）
　
　
　
　
　
四
〇
㎡
級

　
大
海
組
　
　
　
　
　
二
四
〇
万
円

▽
建
第
十
一
号
　
巳
之
下
線
（
松
之

　
山
）
舗
装
　
　
　
　
　
四
六
〇
m

　
福
田
道
路
　
　
一
、
二
八
O
万
円

▽
建
第
十
二
号
　
藤
原
松
之
山
線

　
（
藤
原
）
舗
装
　
　
　
五
六
〇
m

　
福
田
道
路
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

▽
建
第
十
三
号
西
之
前
北
浦
田
線

　
（
西
之
前
）
舗
装
　
　
四
一
四
m

　
福
田
道
路
　
　
一
、
一
〇
〇
万
円

▽
建
第
十
四
号
　
松
口
松
之
山
線

　
（
松
口
）
舗
装
　
　
　
二
八
O
m

　
上
越
舗
道
　
　
　
　
八
二
〇
万
円

▽
産
第
六
号
　
団
体
営
か
ん
が
い
排

　
水
事
業
、
松
里
第
一
地
区
水
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
一
一
m

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
四
〇
万
円

▽
産
第
七
号
　
団
体
営
か
ん
が
い
排

　
水
事
業
、
松
里
第
二
地
区
水
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
一
七
m

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
四
〇
万
円

▽
産
第
八
号
　
耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
浦
田
地
区
頭
首
工
（
上
之
山
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
　
四
四
万
円

▽
振
第
七
号
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

　
場
駐
車
場
舗
装
　
三
、
七
｝
二
㎡

　
福
田
道
路
　
　
二
、
六
六
〇
万
円

▽
振
第
八
号
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

　
　
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
新
築

　
高
橋
組
　
一
億
○
、
三
〇
〇
万
円

▽
振
第
九
号
　
作
業
道
亀
石
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
二
m

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
九
五
〇
万
円

▽
振
第
十
号
　
集
会
用
建
物

　
（
天
水
越
）
　
　
二
四
七
・
八
㎡

　
高
橋
組
　
　
　
二
、
九
五
〇
万
円

▽
振
第
十
一
号
　
林
業
経
営
近
代
化

施
設
整
備
事
業
（
大
厳
寺
高
原
）

作
業
用
建
物
　
　
　
七
九
・
二
㎡

大
武
工
務
店
　
　
　
四
八
○
万
円

一
二
月
卒
業

　
　
　
　
予
定
者
の

学
卒
求
人
受
付
中

　
七
月
一
日
か
ら
来
春
三
月
新
規
学

校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
、
求

人
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
学
卒
求
人
は
、
．
お
早
め
に
申
込
み

さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

上
越
公
共
職
業
安
定
所
安
塚
出
張
所
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青年バレーボール大会

　　東川チームが優勝

　
六
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

三
日
問
、
町
民
体
育
館
で
七
チ
ー
ム

約
百
人
が
参
加
し
て
、
町
青
年
バ
レ

ー
ボ
f
ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　
三
日
間
と
も
夜
の
試
合
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
息
の
つ
ま
る
よ
う
な
熱
戦

と
な
っ
た
。

　
決
勝
戦
は
、
東
川
チ
ー
ム
と
布
川

チ
ー
ム
が
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
二
対
一
で
東
川
チ
ー

優勝した東川チーム

ム
が
優
勝
し
た
。
準
優
勝
は
布
川
チ

ー
ム
、
三
位
は
松
里
と
松
之
山
チ
！

ム
。

　
予
選
リ
！
グ

▽
A
ブ
ロ
ッ
ク

①
松
里
　
②
布
川
　
③
三
省

④
浦
田

▽
B
ブ
ロ
ッ
ク

①
松
之
山
　
②
東
川
　
③
教
員

松
之
山
郷
俳
句
大
会

句
碑
の
除
幕
式
も

　
第
三
回
松
之
山
郷
俳
句
大
会
は
、

松
代
町
・
十
日
町
市
・
川
西
町
・

松
之
山
町
の
俳
人
、
投
句
の
み
も

含
め
て
四
十
六
人
が
参
加
し
て
、

六
月
十
七
日
松
之
山
温
泉
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
同
温
泉
千
歳
館
の
ご

主
人
柳
政
司
さ
ん
が
自
費
で
俳
聖

高
野
素
十
さ
ん
の
、

　
　
　
　
　
　
　
い
　
て
ゆ

家
持
に
ゆ
か
り
の
温
泉
薄
月
夜

の
句
碑
を
建
立
。
そ
の
除
幕
式
も

十
日
町
の
俳
匠
滝
沢
鶯
衣
先
生
を

招
へ
い
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
成
績

　
　
一
位

　
　
二
位

　
　
三
位

　
　
四
位

　
　
五
位

　
　
六
位

　
　
七
位

　
　
八
位

　
　
九
位

　
　
十
位

鈴
木
俊
一

村
山
三
二

村
山
行
遠

村
山
休
．
石

小
川
公
巴

佐
藤
悠
歩

渡
辺
小
芽

古
島
六
花

佐
藤
節
女

村
山
春
灯

文
化
協
会
・
芸
能
部

総
会
と
発
表
会

　
六
月
二
十
日
、
松
之
山
公
会
堂

で
第
一
回
文
化
協
会
の
芸
能
部
総

会
と
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
内
二
地
区
（
布

川
、
松
里
）
で
運
動
会
が
行
わ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
員
約
八

十
名
が
集
ま
り
、
五
十
八
年
度
の

決
算
や
五
十
九
年
度
の
予
算
を
決

め
た
総
会
の
あ
と
、
芸
能
発
表
会

を
盛
大
に
行
っ
た
。

成人式
8月14日

▽
日
時
　
八
月
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～

▽
会
場
　
松
之
山
町
公
民
館

　
　
　
　
（
休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

▽
該
当
者
　
昭
和
三
十
九
年
四

　
　
　
　
月
二
日
～
四
十
年
四

　
　
　
　
月
一
日
に
生
ま
れ
た

　
　
　
　
方

　
な
お
、
町
内
の
小
・
中
学
校

を
卒
業
さ
れ
、
在
町
の
・
方
、
町

外
に
お
ら
れ
る
方
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る
わ

け
で
す
が
、
出
身
が
松
之
山
以

外
と
い
う
方
は
、
な
か
な
か
わ

か
り
に
く
い
こ
と
か
ら
、
該
当

さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

公
民
館
（
電
話
六
－
二
二
六
五
）

ま
で
ご
｝
報
く
だ
さ
い
。
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私
の
家
は
七
人
家
族
で
す
。

　
祖
父
母
、
父
母
、
姉
妹
達
の
三
世

代
が
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
松
之
山
で
億
こ
の
よ
う
な
事

は
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
今
日
の
社
会
全
体
か
ら
見

れ
ば
や
は
り
珍
し
い
部
類
に
入
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
明
治
生
ま
れ
の
祖
父
母
、
昭
和
初

期
に
生
ま
れ
た
父
母
、
そ
し
て
二
十

年
く
ら
い
離
れ
て
戦
後
に
生
ま
れ
た

私
達
。

　
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
る
と
当

然
そ
れ
な
り
の
対
立
が
あ
り
ま
す
。

　
何
し
ろ
生
ま
れ
育
っ
た
状
況
が
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
。

　
私
達
は
ど
ん
な
に
生
活
が
苦
し
い

と
い
っ
て
も
義
務
教
育
は
し
っ
か
り

受
け
さ
せ
て
も
ら
え
ま
す
し
、
食
糧

も
豊
富
に
与
え
ら
れ
、
職
業
選
択
の

自
由
、
そ
の
た
め
の
資
料
も
情
報
も

充
分
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
た
め
の
時
問
が
ど

れ
程
多
い
事
で
し
ょ
う
。

　
父
母
達
の
頃
は
も
う
働
き
づ
め
で

学
校
か
ら
帰
る
な
り
手
伝
わ
さ
れ
た

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
は
兄
弟
が
た
く
さ
ん
い
て

母
は
七
人
姉
妹
の
一
人
で
し
た
。

　
丁
度
戦
争
中
の
頃
で
し
た
の
で
、

さ
ん
子
供
を
生
む
と
表
彰
ま
で

さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
現
在
の
人
口
の
過
密
化
に
お
い
て

考
え
ら
れ
な
い
事
で
す
。

　
そ
れ
に
そ
れ
で
は
ま
る
で
戦
争
で

戦
死
さ
せ
る
た
め
に
生
ん
で
い
る
よ

う
な
も
の
。

　
そ
れ
に
耐
え
抜
い
た
多
く
の
母
達

は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
た
め
高
校
進
学
な
ど
簡
単
に
は

許
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

　
私
の
母
も
中
学
を
卒
業
す
る
と
す

ぐ
東
京
に
働
き
に
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
れ
も
明
治
時
代
に
さ
か

の
ぼ
る
と
、
ま
す
ま
す
た
い
へ
ん
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
戦
争
を
や
っ
て
い
た
時
代
で

し
た
か
ら
、
祖
父
は
現
役
兵
と
し
て

高
田
歩
兵
第
三
十
連
隊
に
入
隊
し
て

千
葉
陸
軍
歩
兵
学
校
に
分
遣
、
こ
の

間
二
年
半
で
し
た
。

　
更
に
昭
和
十
二
年
九
月
、
召
集
を

受
け
上
海
に
上
陸
し
攻
略
戦
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
事
を
祖
母
に
聞
い
て
み

ま
す
と
驚
い
た
事
に
、
結
婚
し
て
三

ケ
月
目
の
事
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
あ
ち
ゃ
、
し
ょ
う
が
ね
や
だ
な
。

み
ん
な
そ
う
や
っ
て
き
て
ら
あ
す
け
凶

　
と
い
う
祖
母
、
何
か
悲
惨
さ
を
感

じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
祖
母
は
何
の
た
め
に
嫁
に
来
た
の

で
し
ょ
う
。

　
ひ
た
す
ら
世
間
に
従
い
、
そ
し
て

あ
て
も
な
く
待
つ
。

　
そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
事
を
現

代
に
生
き
る
私
に
は
わ
か
り
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
祖
父
は
や
が
て
負
傷
し
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　
左
手
指
に
破
片
銃
創
を
受
け
、
さ

ら
に
右
肱
盲
管
銃
創
を
受
け
た
の
で
す
。

　
こ
れ
で
祖
父
は
右
手
が
ほ
と
ん
ど

き
か
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
時
代
は
人
も
物
も
一
切
が
戦

争
の
た
め
に
動
員
さ
れ
、
戦
う
事
だ

け
が
す
べ
て
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
凶

　
と
祖
父
。

　
食
糧
・
物
資
難
は
す
ご
く
、
飢
餓

地
獄
を
思
わ
せ
ま
す
。

　
祖
母
は
た
だ

「
あ
あ
帰
っ
て
く
れ
て
い
や
ん
べ
だ
。

　
戦
死
し
な
く
て
本
当
に
よ
か
っ
た
、

よ
か
っ
た
凶

　
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
私
は
何
と
い
っ
て
み
よ
う
も
な
い

熱
い
あ
の
が
こ
み
あ
げ
ま
し
た
。

　
祖
父
も
祖
母
も
小
学
校
し
か
で
て

い
ま
せ
ん
。

　
祖
母
は
十
五
歳
の
秋
に
東
京
の
青

山
に
お
屋
敷
奉
公
に
で
ま
し
た
。

　
一
番
困
っ
た
事
は
言
葉
づ
か
い
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
頃
は
冬
中
だ
け
で
今
の
出
稼

ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　
け
れ
ど
毎
年
毎
年
同
じ
所
だ
っ
た

の
で
は
な
い
ら
し
く
、
苦
労
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
う
え
、
祖
父
の
親
達
と
兄
弟

が
い
る
家
に
嫁
勤
め
。

　
本
当
に
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
を
考
え
る
と
、
私

達
は
何
の
不
服
が
あ
っ
て
反
発
す
る

の
だ
ろ
う
か
と
、
そ
の
当
時
の
人
は

怒
り
さ
え
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
が
あ
ま
り

に
も
良
す
ぎ
た
た
め
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
こ
そ
甘
え
で
生
き
て
き
た
と

し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　
遊
び
に
し
て
も
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。

　
祖
父
母
や
父
母
の
頃
は
、
女
の
子

は
自
分
の
親
か
ら
作
っ
て
も
ら
っ
た

な
ん
．
こ
（
お
手
玉
）
や
ぜ
ん
ま
い
の

綿
を
丸
く
堅
く
し
て
麻
の
ひ
も
を
巻

き
、
色
糸
で
そ
ろ
ば
ん
状
に
巻
い
て

模
様
を
つ
け
た
ま
り
つ
き
等
。

　
男
の
子
は
な
わ
と
び
や
パ
ッ
チ
、

　
男
の
子
は
な
わ
と
び
や
バ
ッ
チ
、

釘
打
ち
等
で
し
た
。

　
釘
打
ち
と
は
、
自
分
で
竹
を
釘
状

に
作
っ
て
地
面
に
投
げ
て
立
て
ば
勝

ち
、
倒
れ
る
と
負
け
と
い
う
遊
び
で
す
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
現
代
は
と
い
う
と

今
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ブ
ー
ム
で
、

ゲ
ー
ム
ウ
ォ
ッ
チ
や
マ
イ
コ
ン
等
一

人
で
遊
べ
る
も
の
や
、
与
え
ら
れ
た

道
具
や
方
法
で
遊
ぶ
も
の
ば
か
り
。

　
工
夫
し
た
り
、
創
造
し
た
り
す
る

余
地
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
点
で
か
え
っ
て
な
に
か
損
を

し
て
い
る
感
じ
さ
え
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
小
さ
い
う
ち
は
ど
ん
な
事

で
も
素
直
に
う
け
と
め
、
自
分
の
も

の
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
機
会
を
み
す
み
す
逃
し
て
い

る
よ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
祖
父
母
や
父
母
達
は
こ
の
機
会
を

い
か
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
私
達
よ
り
ず
っ
と
ず
っ
と

苦
労
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
そ
の
苦
し
み
が
そ
の
場
だ
け

の
「
い
や
な
事
」
だ
け
だ
っ
た
と
は

思
い
ま
せ
ん
。

　
自
分
が
苦
し
ん
だ
事
が
そ
れ
だ
け

自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
と
信
じ
る
か
ら
で
す
。

　
私
達
が
こ
れ
ら
の
経
験
を
得
た
親

や
祖
父
母
達
か
ら
学
ぶ
事
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
’

　
今
だ
け
し
　
　
え
ず
に
行
動
す
る
自

分
達
に
、
適
切
な
方
向
を
指
示
し
て

く
れ
る
最
高
の
助
言
者
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
三
世
代
家
族
の
結
び
つ

き
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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青年バレーボール大会

　　東川チームが優勝

　
六
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

三
日
問
、
町
民
体
育
館
で
七
チ
ー
ム

約
百
人
が
参
加
し
て
、
町
青
年
バ
レ

ー
ボ
f
ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　
三
日
間
と
も
夜
の
試
合
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
息
の
つ
ま
る
よ
う
な
熱
戦

と
な
っ
た
。

　
決
勝
戦
は
、
東
川
チ
ー
ム
と
布
川

チ
ー
ム
が
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
二
対
一
で
東
川
チ
ー

優勝した東川チーム

ム
が
優
勝
し
た
。
準
優
勝
は
布
川
チ

ー
ム
、
三
位
は
松
里
と
松
之
山
チ
！

ム
。

　
予
選
リ
！
グ

▽
A
ブ
ロ
ッ
ク

①
松
里
　
②
布
川
　
③
三
省

④
浦
田

▽
B
ブ
ロ
ッ
ク

①
松
之
山
　
②
東
川
　
③
教
員

松
之
山
郷
俳
句
大
会

句
碑
の
除
幕
式
も

　
第
三
回
松
之
山
郷
俳
句
大
会
は
、

松
代
町
・
十
日
町
市
・
川
西
町
・

松
之
山
町
の
俳
人
、
投
句
の
み
も

含
め
て
四
十
六
人
が
参
加
し
て
、

六
月
十
七
日
松
之
山
温
泉
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
同
温
泉
千
歳
館
の
ご

主
人
柳
政
司
さ
ん
が
自
費
で
俳
聖

高
野
素
十
さ
ん
の
、

　
　
　
　
　
　
　
い
　
て
ゆ

家
持
に
ゆ
か
り
の
温
泉
薄
月
夜

の
句
碑
を
建
立
。
そ
の
除
幕
式
も

十
日
町
の
俳
匠
滝
沢
鶯
衣
先
生
を

招
へ
い
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
成
績

　
　
一
位

　
　
二
位

　
　
三
位

　
　
四
位

　
　
五
位

　
　
六
位

　
　
七
位

　
　
八
位

　
　
九
位

　
　
十
位

鈴
木
俊
一

村
山
三
二

村
山
行
遠

村
山
休
．
石

小
川
公
巴

佐
藤
悠
歩

渡
辺
小
芽

古
島
六
花

佐
藤
節
女

村
山
春
灯

文
化
協
会
・
芸
能
部

総
会
と
発
表
会

　
六
月
二
十
日
、
松
之
山
公
会
堂

で
第
一
回
文
化
協
会
の
芸
能
部
総

会
と
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
内
二
地
区
（
布

川
、
松
里
）
で
運
動
会
が
行
わ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
員
約
八

十
名
が
集
ま
り
、
五
十
八
年
度
の

決
算
や
五
十
九
年
度
の
予
算
を
決

め
た
総
会
の
あ
と
、
芸
能
発
表
会

を
盛
大
に
行
っ
た
。

成人式
8月14日

▽
日
時
　
八
月
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～

▽
会
場
　
松
之
山
町
公
民
館

　
　
　
　
（
休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

▽
該
当
者
　
昭
和
三
十
九
年
四

　
　
　
　
月
二
日
～
四
十
年
四

　
　
　
　
月
一
日
に
生
ま
れ
た

　
　
　
　
方

　
な
お
、
町
内
の
小
・
中
学
校

を
卒
業
さ
れ
、
在
町
の
・
方
、
町

外
に
お
ら
れ
る
方
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る
わ

け
で
す
が
、
出
身
が
松
之
山
以

外
と
い
う
方
は
、
な
か
な
か
わ

か
り
に
く
い
こ
と
か
ら
、
該
当

さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

公
民
館
（
電
話
六
－
二
二
六
五
）

ま
で
ご
｝
報
く
だ
さ
い
。
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私
の
家
は
七
人
家
族
で
す
。

　
祖
父
母
、
父
母
、
姉
妹
達
の
三
世

代
が
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
松
之
山
で
億
こ
の
よ
う
な
事

は
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
今
日
の
社
会
全
体
か
ら
見

れ
ば
や
は
り
珍
し
い
部
類
に
入
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
明
治
生
ま
れ
の
祖
父
母
、
昭
和
初

期
に
生
ま
れ
た
父
母
、
そ
し
て
二
十

年
く
ら
い
離
れ
て
戦
後
に
生
ま
れ
た

私
達
。

　
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
る
と
当

然
そ
れ
な
り
の
対
立
が
あ
り
ま
す
。

　
何
し
ろ
生
ま
れ
育
っ
た
状
況
が
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
。

　
私
達
は
ど
ん
な
に
生
活
が
苦
し
い

と
い
っ
て
も
義
務
教
育
は
し
っ
か
り

受
け
さ
せ
て
も
ら
え
ま
す
し
、
食
糧

も
豊
富
に
与
え
ら
れ
、
職
業
選
択
の

自
由
、
そ
の
た
め
の
資
料
も
情
報
も

充
分
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
た
め
の
時
問
が
ど

れ
程
多
い
事
で
し
ょ
う
。

　
父
母
達
の
頃
は
も
う
働
き
づ
め
で

学
校
か
ら
帰
る
な
り
手
伝
わ
さ
れ
た

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
は
兄
弟
が
た
く
さ
ん
い
て

母
は
七
人
姉
妹
の
一
人
で
し
た
。

　
丁
度
戦
争
中
の
頃
で
し
た
の
で
、

さ
ん
子
供
を
生
む
と
表
彰
ま
で

さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
現
在
の
人
口
の
過
密
化
に
お
い
て

考
え
ら
れ
な
い
事
で
す
。

　
そ
れ
に
そ
れ
で
は
ま
る
で
戦
争
で

戦
死
さ
せ
る
た
め
に
生
ん
で
い
る
よ

う
な
も
の
。

　
そ
れ
に
耐
え
抜
い
た
多
く
の
母
達

は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
た
め
高
校
進
学
な
ど
簡
単
に
は

許
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

　
私
の
母
も
中
学
を
卒
業
す
る
と
す

ぐ
東
京
に
働
き
に
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
れ
も
明
治
時
代
に
さ
か

の
ぼ
る
と
、
ま
す
ま
す
た
い
へ
ん
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
戦
争
を
や
っ
て
い
た
時
代
で

し
た
か
ら
、
祖
父
は
現
役
兵
と
し
て

高
田
歩
兵
第
三
十
連
隊
に
入
隊
し
て

千
葉
陸
軍
歩
兵
学
校
に
分
遣
、
こ
の

間
二
年
半
で
し
た
。

　
更
に
昭
和
十
二
年
九
月
、
召
集
を

受
け
上
海
に
上
陸
し
攻
略
戦
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
事
を
祖
母
に
聞
い
て
み

ま
す
と
驚
い
た
事
に
、
結
婚
し
て
三

ケ
月
目
の
事
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
あ
ち
ゃ
、
し
ょ
う
が
ね
や
だ
な
。

み
ん
な
そ
う
や
っ
て
き
て
ら
あ
す
け
凶

　
と
い
う
祖
母
、
何
か
悲
惨
さ
を
感

じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
祖
母
は
何
の
た
め
に
嫁
に
来
た
の

で
し
ょ
う
。

　
ひ
た
す
ら
世
間
に
従
い
、
そ
し
て

あ
て
も
な
く
待
つ
。

　
そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
事
を
現

代
に
生
き
る
私
に
は
わ
か
り
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
祖
父
は
や
が
て
負
傷
し
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　
左
手
指
に
破
片
銃
創
を
受
け
、
さ

ら
に
右
肱
盲
管
銃
創
を
受
け
た
の
で
す
。

　
こ
れ
で
祖
父
は
右
手
が
ほ
と
ん
ど

き
か
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
時
代
は
人
も
物
も
一
切
が
戦

争
の
た
め
に
動
員
さ
れ
、
戦
う
事
だ

け
が
す
べ
て
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
凶

　
と
祖
父
。

　
食
糧
・
物
資
難
は
す
ご
く
、
飢
餓

地
獄
を
思
わ
せ
ま
す
。

　
祖
母
は
た
だ

「
あ
あ
帰
っ
て
く
れ
て
い
や
ん
べ
だ
。

　
戦
死
し
な
く
て
本
当
に
よ
か
っ
た
、

よ
か
っ
た
凶

　
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
私
は
何
と
い
っ
て
み
よ
う
も
な
い

熱
い
あ
の
が
こ
み
あ
げ
ま
し
た
。

　
祖
父
も
祖
母
も
小
学
校
し
か
で
て

い
ま
せ
ん
。

　
祖
母
は
十
五
歳
の
秋
に
東
京
の
青

山
に
お
屋
敷
奉
公
に
で
ま
し
た
。

　
一
番
困
っ
た
事
は
言
葉
づ
か
い
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
頃
は
冬
中
だ
け
で
今
の
出
稼

ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　
け
れ
ど
毎
年
毎
年
同
じ
所
だ
っ
た

の
で
は
な
い
ら
し
く
、
苦
労
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
う
え
、
祖
父
の
親
達
と
兄
弟

が
い
る
家
に
嫁
勤
め
。

　
本
当
に
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
を
考
え
る
と
、
私

達
は
何
の
不
服
が
あ
っ
て
反
発
す
る

の
だ
ろ
う
か
と
、
そ
の
当
時
の
人
は

怒
り
さ
え
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
が
あ
ま
り

に
も
良
す
ぎ
た
た
め
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
こ
そ
甘
え
で
生
き
て
き
た
と

し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　
遊
び
に
し
て
も
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。

　
祖
父
母
や
父
母
の
頃
は
、
女
の
子

は
自
分
の
親
か
ら
作
っ
て
も
ら
っ
た

な
ん
．
こ
（
お
手
玉
）
や
ぜ
ん
ま
い
の

綿
を
丸
く
堅
く
し
て
麻
の
ひ
も
を
巻

き
、
色
糸
で
そ
ろ
ば
ん
状
に
巻
い
て

模
様
を
つ
け
た
ま
り
つ
き
等
。

　
男
の
子
は
な
わ
と
び
や
パ
ッ
チ
、

　
男
の
子
は
な
わ
と
び
や
バ
ッ
チ
、

釘
打
ち
等
で
し
た
。

　
釘
打
ち
と
は
、
自
分
で
竹
を
釘
状

に
作
っ
て
地
面
に
投
げ
て
立
て
ば
勝

ち
、
倒
れ
る
と
負
け
と
い
う
遊
び
で
す
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
現
代
は
と
い
う
と

今
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ブ
ー
ム
で
、

ゲ
ー
ム
ウ
ォ
ッ
チ
や
マ
イ
コ
ン
等
一

人
で
遊
べ
る
も
の
や
、
与
え
ら
れ
た

道
具
や
方
法
で
遊
ぶ
も
の
ば
か
り
。

　
工
夫
し
た
り
、
創
造
し
た
り
す
る

余
地
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
点
で
か
え
っ
て
な
に
か
損
を

し
て
い
る
感
じ
さ
え
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
小
さ
い
う
ち
は
ど
ん
な
事

で
も
素
直
に
う
け
と
め
、
自
分
の
も

の
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
機
会
を
み
す
み
す
逃
し
て
い

る
よ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
祖
父
母
や
父
母
達
は
こ
の
機
会
を

い
か
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
私
達
よ
り
ず
っ
と
ず
っ
と

苦
労
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
そ
の
苦
し
み
が
そ
の
場
だ
け

の
「
い
や
な
事
」
だ
け
だ
っ
た
と
は

思
い
ま
せ
ん
。

　
自
分
が
苦
し
ん
だ
事
が
そ
れ
だ
け

自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
と
信
じ
る
か
ら
で
す
。

　
私
達
が
こ
れ
ら
の
経
験
を
得
た
親

や
祖
父
母
達
か
ら
学
ぶ
事
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
’

　
今
だ
け
し
　
　
え
ず
に
行
動
す
る
自

分
達
に
、
適
切
な
方
向
を
指
示
し
て

く
れ
る
最
高
の
助
言
者
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
三
世
代
家
族
の
結
び
つ

き
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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こんな時、あんな時

新
た
に
電
話
を
つ
け
る
と
き

　
加
入
料
と
設
備
料
八
万
八
百
円

　
新
た
に
電
話
を
取
り
つ
け
る
と
き

は
、
加
入
料
と
設
備
料
八
万
八
百
円

と
、
契
約
者
の
住
所
・
名
前
が
確
認

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
で
も
よ

い
）
が
必
要
で
す
。

引
越
し
が
決
ま
っ
た
ら

　
　
電
話
の
手
続
き
は
早
目
に

　
電
話
工
事
は
予
約
制
で
す
。
引
越

し
が
決
ま
っ
た
ら
、
電
話
局
へ
の
手

続
き
は
お
早
目
に
。

　
な
お
、
一
週
間
以
内
な
ら
新
旧
の

設
置
場
所
の
両
方
で
電
話
を
利
用
で

き
ま
す
。

　
ご
希
望
に
よ
り
引
越
し
先
ま
た
は

連
絡
先
の
電
話
番
号
を
、
テ
ー
プ
案

内
し
ま
す
。

増
改
築
で
電
話
を
は
ず
す
と
き

　
電
話
局
で
一
時
預
か
り
ま
す

　
家
屋
の
増
改
築
な
ど
で
、
電
話
が

一
時
不
要
の
場
合
は
、
電
話
局
で
お

預
か
り
し
ま
す
。

　
新
築
の
と
き
は
、
将
来
の
増
設
に

そ
な
え
て
、
各
部
屋
へ
の
配
管
（
配

線
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
イ
ン
テ

リ
ア
や
内
壁
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

相
手
先
の
料
金
で
か
け
ら
れ
る

　
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
一
〇
六
番

　
外
出
先
か
ら
な
ど
小
銭
の
な
い
と

き
、
相
手
先
の
料
金
負
担
で
か
け
ら

れ
ま
す
。

　
一
〇
六
番
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
の
交

換
手
が
で
た
ら
、
相
手
の
電
話
番
号

自
分
の
名
前
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

相
手
の
了
解
が
得
ら
れ
る
と
通
話
で

き
ま
す
。
一
回
九
十
円
加
算
さ
れ
る
。

迷
惑
な
電
話
で
困
る
と
き

　
番
号
の
変
更
を
サ
ー
ビ
ス

　
迷
惑
な
電
話
で
お
困
り
の
と
き
は
、

電
話
番
号
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
電
話
帳
に
も
掲

載
せ
ず
一
〇
四
番
で
も
案
内
を
し
ま

せ
ん
。

電
報
は
一
一
五
番
へ

　
祝
電
割
引
き
は
十
日
前
か
ら

　
電
話
で
電
報
を
打
ち
た
い
と
き
は
、

一
一
五
番
へ
自
分
の
電
話
番
号
、
受

取
人
の
住
所
、
名
前
、
通
信
文
を
告

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
祝
い
電
報
は
、
配
達
日
の
十
日

前
か
ら
三
日
前
ま
で
に
、
申
し
込
む

と
百
五
十
円
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

電
話
の
中
距
離
料
金

　
　
　
7
月
1
9
日
値
下
げ

　
電
電
公
社
で
は
、
七
月
十
九
日
か

ら
中
距
離
の
電
話
料
金
を
値
下
げ
し

ま
す
。

　
昨
年
は
遠
距
離
が
値
下
げ
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
は
六
〇
キ
ロ
か
ら
三

二
〇
キ
ロ
の
中
距
離
料
金
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

　
通
話
料
の
引
き
下
げ
は
、
昨
年
に

続
き
今
回
で
四
回
目
で
す
。

　
今
回
の
値
下
げ
に
よ
η
新
潟
市
や

東
京
な
ど
関
東
方
面
の
通
話
料
が
安

く
な
り
、
ふ
る
さ
と
の
声
の
た
よ
り

も
気
軽
に
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

醒欝捺蟹
1
献皿をする人が　年々増えています。

でも　皿渡が必要な患者さんも増えています。

医療技術の進歩に伴って

血液の需要はこれからも　ますます

増加すると予想されます・

あなたも献皿にご協力を 一
。

あなたからいただい

i貴重な血液を、有効

二利用するため、赤血

ll難1雛
＝います。　　　　　　、．6へ　　　ど，．ノ　ハ

i＼

（●○ら

Lぐ

　あな1たフ

た貴重な□

に利用すそ

球、血小愛

に分離し、

必要とすそ

輸血するフ

ています。

　この万》

な1たの皿1漸

の患者さ’

ます。

あ
人
れ

￥
3
さ

り
～
か

よ
2
生

こ
ま
こ

法
液
ん

献血にご協力を

老人いこいの家
午前10時から午後3時半まで

7月20目

浦田克雪管理センター
午前9時半から午後3時まで

8月23目

（10円で通話できる時間）
■中距離通話料改定

　　　　　　区分

距離区分

　昼　　問
午前8～

　　午後7時

　夜　　間

午前6～8時
午後7～9時

　深　　夜
午後9～

　　午前6時

60～　80km 15．5秒〔15秒〕 21秒〔21秒〕

80～100km 13．5秒〔13秒〕 21秒〔21秒〕

100～】20km 10．5秒〔10秒〕 18．5秒〔18秒〕

120～16（｝km 10．5秒〔8秒〕 18．5秒〔15秒〕

160～240km 7秒〔6．5秒〕 12．5秒〔12秒〕

240～320km 7秒〔5秒〕 12．5秒〔9秒〕

〔〕内は現行注

天然ガスを採取している人は

8月31日までに申告書を提出

　
こ
の
ほ
ど
石
油
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
天
然
ガ
ス
を
利
用
し
て
い

る
人
は
、
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
九
月
一
日
か
ら
、
採
取
し
た
天
然

　
ガ
ス
を
販
売
し
た
り
事
業
の
た
め

　
消
費
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
天

　
然
ガ
ス
に
石
油
税
が
課
税
さ
れ
る

　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
天
然
ガ
ス
を
自
己
又
は
、
同
居
の

　
新
族
の
個
人
的
な
用
途
（
炊
事
用

　
な
ど
）
に
の
み
消
費
す
る
た
め
採

　
取
し
て
い
る
個
人
の
方
に
は
、
石

　
油
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
天
然
ガ
ス
を
採
取
し
て
い
る
人
は
、

　
事
業
用
・
自
家
用
を
問
わ
ず
税
務

　
署
に
天
然
ガ
ス
を
採
取
し
て
い
る

　
旨
の
申
告
書
を
八
月
三
十
一
日
ま

　
で
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
署
か
役
場
の
税

　
務
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

覚せい剤・シンナー類の乱用防止

主婦や青少年に汚染広まる

　
覚
せ
い
剤
な
ん
て
、
関
係
な
い
よ
、

と
多
く
の
人
は
お
考
え
で
し
ょ
う
が
、

し
か
し
、
こ
こ
数
年
覚
せ
い
剤
禍
は

確
実
に
主
婦
や
青
少
年
に
も
広
が
り
、

そ
の
被
害
は
家
庭
の
中
に
ま
で
忍
び

寄
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
昨
年
県
内
の
覚
せ
い
剤
に
よ
る
検

挙
者
は
一
八
二
人
、
シ
ン
ナ
！
類
の

検
挙
補
導
数
は
五
五
六
人
で
、
い
ず

れ
も
前
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、

中
学
生
の
シ
ン
ナ
ー
類
事
犯
が
増
え

二
一
三
人
が
補
導
さ
れ
て
お
り
、
低

年
齢
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
内
外
と
の

交
流
が
ま
す
ま
す
活
発
と
な
り
、
覚

せ
い
剤
等
の
薬
物
の
流
入
や
、
薬
物

乱
用
者
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
町
民
一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
、

覚
せ
い
剤
犯
罪
を
社
会
か
ら
追
放
し

ま
し
ょ
う
。

〔11〕広報まつのやま
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．
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ご
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つ
論

i瑠
　　　　　　滋

嘉
欝

．
講

　
　
　
　
　
　
パ
レ
、
一

6
月
に
あ
つ
た
行
事

1
日1274日日日

20　19　18　14　13
日　日　日　日　日

272625
日　日　日

3028
日　日

ス
キ
i
場
宣
伝
協
議
会
役
員

会総
合
検
診
打
合
せ
会
議

肉
用
牛
会
議

議
会
建
設
委
員
会
（
14
日
ま

で
）

母
子
健
康
相
談

牧
場
運
営
協
議
会

消
防
分
団
長
会
議

議
会
産
業
経
済
委
員
会

農
年
受
給
者
連
盟
役
員
会

大
厳
寺
原
牧
場
開
牧

部
落
総
代
会

聴
覚
障
害
者
巡
回
相
談

農
業
委
員
会
総
会

消
防
一
日
訓
練

議
会
定
例
会
（
2
9
日
ま
で
）

農
業
所
得
調
査
員
会
議

屡
㎝
魁

ロ
人
ロ
の
動
き

〔
灘
一
墨

口
七
月
一
日
の
人
ロ

　
人
　
口
　
　
　
　
四
、
六
〇
三
人

　
　
（
娚
∴
妻
嫉
）

　
世
帯
数
　
　
　
　
一
、
三
一
三
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こんな時、あんな時

新
た
に
電
話
を
つ
け
る
と
き

　
加
入
料
と
設
備
料
八
万
八
百
円

　
新
た
に
電
話
を
取
り
つ
け
る
と
き

は
、
加
入
料
と
設
備
料
八
万
八
百
円

と
、
契
約
者
の
住
所
・
名
前
が
確
認

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
で
も
よ

い
）
が
必
要
で
す
。

引
越
し
が
決
ま
っ
た
ら

　
　
電
話
の
手
続
き
は
早
目
に

　
電
話
工
事
は
予
約
制
で
す
。
引
越

し
が
決
ま
っ
た
ら
、
電
話
局
へ
の
手

続
き
は
お
早
目
に
。

　
な
お
、
一
週
間
以
内
な
ら
新
旧
の

設
置
場
所
の
両
方
で
電
話
を
利
用
で

き
ま
す
。

　
ご
希
望
に
よ
り
引
越
し
先
ま
た
は

連
絡
先
の
電
話
番
号
を
、
テ
ー
プ
案

内
し
ま
す
。

増
改
築
で
電
話
を
は
ず
す
と
き

　
電
話
局
で
一
時
預
か
り
ま
す

　
家
屋
の
増
改
築
な
ど
で
、
電
話
が

一
時
不
要
の
場
合
は
、
電
話
局
で
お

預
か
り
し
ま
す
。

　
新
築
の
と
き
は
、
将
来
の
増
設
に

そ
な
え
て
、
各
部
屋
へ
の
配
管
（
配

線
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
イ
ン
テ

リ
ア
や
内
壁
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

相
手
先
の
料
金
で
か
け
ら
れ
る

　
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
一
〇
六
番

　
外
出
先
か
ら
な
ど
小
銭
の
な
い
と

き
、
相
手
先
の
料
金
負
担
で
か
け
ら

れ
ま
す
。

　
一
〇
六
番
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
の
交

換
手
が
で
た
ら
、
相
手
の
電
話
番
号

自
分
の
名
前
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

相
手
の
了
解
が
得
ら
れ
る
と
通
話
で

き
ま
す
。
一
回
九
十
円
加
算
さ
れ
る
。

迷
惑
な
電
話
で
困
る
と
き

　
番
号
の
変
更
を
サ
ー
ビ
ス

　
迷
惑
な
電
話
で
お
困
り
の
と
き
は
、

電
話
番
号
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
電
話
帳
に
も
掲

載
せ
ず
一
〇
四
番
で
も
案
内
を
し
ま

せ
ん
。

電
報
は
一
一
五
番
へ

　
祝
電
割
引
き
は
十
日
前
か
ら

　
電
話
で
電
報
を
打
ち
た
い
と
き
は
、

一
一
五
番
へ
自
分
の
電
話
番
号
、
受

取
人
の
住
所
、
名
前
、
通
信
文
を
告

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
祝
い
電
報
は
、
配
達
日
の
十
日

前
か
ら
三
日
前
ま
で
に
、
申
し
込
む

と
百
五
十
円
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

電
話
の
中
距
離
料
金

　
　
　
7
月
1
9
日
値
下
げ

　
電
電
公
社
で
は
、
七
月
十
九
日
か

ら
中
距
離
の
電
話
料
金
を
値
下
げ
し

ま
す
。

　
昨
年
は
遠
距
離
が
値
下
げ
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
は
六
〇
キ
ロ
か
ら
三

二
〇
キ
ロ
の
中
距
離
料
金
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

　
通
話
料
の
引
き
下
げ
は
、
昨
年
に

続
き
今
回
で
四
回
目
で
す
。

　
今
回
の
値
下
げ
に
よ
η
新
潟
市
や

東
京
な
ど
関
東
方
面
の
通
話
料
が
安

く
な
り
、
ふ
る
さ
と
の
声
の
た
よ
り

も
気
軽
に
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

醒欝捺蟹
1
献皿をする人が　年々増えています。

でも　皿渡が必要な患者さんも増えています。

医療技術の進歩に伴って

血液の需要はこれからも　ますます

増加すると予想されます・

あなたも献皿にご協力を 一
。

あなたからいただい

i貴重な血液を、有効

二利用するため、赤血

ll難1雛
＝います。　　　　　　、．6へ　　　ど，．ノ　ハ

i＼

（●○ら

Lぐ

　あな1たフ

た貴重な□

に利用すそ

球、血小愛

に分離し、

必要とすそ

輸血するフ

ています。

　この万》

な1たの皿1漸

の患者さ’

ます。

あ
人
れ

￥
3
さ

り
～
か

よ
2
生

こ
ま
こ

法
液
ん

献血にご協力を

老人いこいの家
午前10時から午後3時半まで

7月20目

浦田克雪管理センター
午前9時半から午後3時まで

8月23目

（10円で通話できる時間）
■中距離通話料改定

　　　　　　区分

距離区分

　昼　　問
午前8～

　　午後7時

　夜　　間

午前6～8時
午後7～9時

　深　　夜
午後9～

　　午前6時

60～　80km 15．5秒〔15秒〕 21秒〔21秒〕

80～100km 13．5秒〔13秒〕 21秒〔21秒〕

100～】20km 10．5秒〔10秒〕 18．5秒〔18秒〕

120～16（｝km 10．5秒〔8秒〕 18．5秒〔15秒〕

160～240km 7秒〔6．5秒〕 12．5秒〔12秒〕

240～320km 7秒〔5秒〕 12．5秒〔9秒〕

〔〕内は現行注

天然ガスを採取している人は

8月31日までに申告書を提出

　
こ
の
ほ
ど
石
油
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
天
然
ガ
ス
を
利
用
し
て
い

る
人
は
、
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
九
月
一
日
か
ら
、
採
取
し
た
天
然

　
ガ
ス
を
販
売
し
た
り
事
業
の
た
め

　
消
費
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
天

　
然
ガ
ス
に
石
油
税
が
課
税
さ
れ
る

　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
天
然
ガ
ス
を
自
己
又
は
、
同
居
の

　
新
族
の
個
人
的
な
用
途
（
炊
事
用

　
な
ど
）
に
の
み
消
費
す
る
た
め
採

　
取
し
て
い
る
個
人
の
方
に
は
、
石

　
油
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
天
然
ガ
ス
を
採
取
し
て
い
る
人
は
、

　
事
業
用
・
自
家
用
を
問
わ
ず
税
務

　
署
に
天
然
ガ
ス
を
採
取
し
て
い
る

　
旨
の
申
告
書
を
八
月
三
十
一
日
ま

　
で
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
署
か
役
場
の
税

　
務
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

覚せい剤・シンナー類の乱用防止

主婦や青少年に汚染広まる

　
覚
せ
い
剤
な
ん
て
、
関
係
な
い
よ
、

と
多
く
の
人
は
お
考
え
で
し
ょ
う
が
、

し
か
し
、
こ
こ
数
年
覚
せ
い
剤
禍
は

確
実
に
主
婦
や
青
少
年
に
も
広
が
り
、

そ
の
被
害
は
家
庭
の
中
に
ま
で
忍
び

寄
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
昨
年
県
内
の
覚
せ
い
剤
に
よ
る
検

挙
者
は
一
八
二
人
、
シ
ン
ナ
！
類
の

検
挙
補
導
数
は
五
五
六
人
で
、
い
ず

れ
も
前
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、

中
学
生
の
シ
ン
ナ
ー
類
事
犯
が
増
え

二
一
三
人
が
補
導
さ
れ
て
お
り
、
低

年
齢
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
内
外
と
の

交
流
が
ま
す
ま
す
活
発
と
な
り
、
覚

せ
い
剤
等
の
薬
物
の
流
入
や
、
薬
物

乱
用
者
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
町
民
一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
、

覚
せ
い
剤
犯
罪
を
社
会
か
ら
追
放
し

ま
し
ょ
う
。

〔11〕広報まつのやま
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場，拙
讐

．
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つ
論
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嘉
欝

．
講

　
　
　
　
　
　
パ
レ
、
一

6
月
に
あ
つ
た
行
事

1
日1274日日日

20　19　18　14　13
日　日　日　日　日

272625
日　日　日

3028
日　日

ス
キ
i
場
宣
伝
協
議
会
役
員

会総
合
検
診
打
合
せ
会
議

肉
用
牛
会
議

議
会
建
設
委
員
会
（
14
日
ま

で
）

母
子
健
康
相
談

牧
場
運
営
協
議
会

消
防
分
団
長
会
議

議
会
産
業
経
済
委
員
会

農
年
受
給
者
連
盟
役
員
会

大
厳
寺
原
牧
場
開
牧

部
落
総
代
会

聴
覚
障
害
者
巡
回
相
談

農
業
委
員
会
総
会

消
防
一
日
訓
練

議
会
定
例
会
（
2
9
日
ま
で
）

農
業
所
得
調
査
員
会
議

屡
㎝
魁

ロ
人
ロ
の
動
き

〔
灘
一
墨

口
七
月
一
日
の
人
ロ

　
人
　
口
　
　
　
　
四
、
六
〇
三
人

　
　
（
娚
∴
妻
嫉
）

　
世
帯
数
　
　
　
　
一
、
三
一
三
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ま申告と納
こ内6カ月

相
続
と
税
金

　
相
続
税
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
財

産
を
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
も
ら
っ

た
人
な
ど
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
し
か
し
、
も
ら
っ
た
財
産
の
総
て

に
か
か
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
相
続
人
の
遺
産
の
総
額
か
ら
非
課

税
財
産
及
び
債
務
や
葬
式
費
用
を
差

し
引
い
た
正
味
の
遺
産
額
が
基
礎
控

除
額
を
超
え
て
い
る
場
合
、
そ
の
超

え
た
額
に
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
基
礎
控
除
額
は
、
二
千
万
円
と
四

百
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を
掛
け

た
金
額
と
の
合
計
額
で
す
。
な
お
、

相
続
税
の
申
告
と
納
税
は
、
死
亡
し

た
日
の
翌
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
税

務
署
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

金の預け
円まで300

貯
金
と
税
金

　
私
た
ち
は
、
住
宅
の
購
入
資
金
や

思
い
が
け
な
い
出
費
な
ど
に
備
え
て
、

預
金
を
し
た
り
公
社
債
を
買
う
な
ど

し
て
貯
蓄
を
し
て
い
ま
す
。

　
預
金
や
公
社
債
の
利
子
は
、
利
子

所
得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す

が
、
↓
定
の
手
続
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
非
課
税
の
扱
い
を
受
け
ら
れ
ま

す
。　

そ
の
ほ
か
、
郵
便
貯
金
の
利
子
に

は
原
則
と
し
て
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
が
三
百
万
円
ま
で
と
い
う
預
け
入

れ
制
限
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
故
意

又
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
こ
の
制

限
を
超
え
た
部
分
の
利
子
に
つ
い
て

は
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

新
潟
県
芸
術
祭

文
芸
部
門
の
作
晶
募
集

　
作
品
発
表
の
場
を
提
供
し
、
県
文

芸
の
振
興
を
図
る
た
め
県
教
育
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
、
昭
和
五
十
九
年

度
新
潟
県
芸
術
祭
文
芸
部
門
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
種
目

○
小
説
（
一
般
・
高
校
）

　
一
般
の
部
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

　
五
十
枚
以
内
、
高
校
の
部
は
二
十

枚
以
内
。

○
詩
　
　
（
一
般
⊥
口
同
校
）

○
短
歌
（
一
般
・
高
校
）

○
俳
句
（
一
般
・
高
校
）

○
川
柳
（
一
般
・
高
校
）

　
一
人
新
作
五
句
を
一
編
と
し
て
審

査
す
る
。

▽
応
募
締
切
り

　
十
月
九
日
（
火
）
消
印
有
効

▽
あ
て
先

51

新
潟
市
一
番
堀
通
町
、
県
庁
第
二

　〒
分
館
・
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政

　
課
。
封
筒
表
面
に
「
県
芸
術
祭
文

　
芸
作
品
応
募
原
稿
」
と
朱
書
す
る
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
教
育

　
庁
文
化
行
政
課
費
〇
二
五
二
ー
二

　
三
ー
五
五
】
一
内
線
三
六
七
四
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
．

で騒音防止を〃

㊦∈）

Q

o

人ひとりのマナ
　
最
近
、
商
業
宣
伝
用
の
拡
声
機
騒
音
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
営
業
に
拡
声
機
を
使
う
万
は
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
よ
う
。

●
音
が
必
要
以
上
に
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
ボ
リ
ュ

　
ー
ム
を
し
ぽ
り
ま
し
よ
う
。

●
休
み
な
く
く
り
返
す
放
送
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
き
れ
い
な
音
を
流
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

●
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
使
用
時
間
・
音
量
な
ど
を

　
守
り
ま
し
よ
う
。

　
聞
く
人
に
不
快
感
を
与
え
る
よ
う
な
拡
声
機
の
使
い

万
は
、
あ
な
た
の
商
売
に
と
っ
て
、
決
し
て
ブ
ラ
ス
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
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